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様がわりする

鹿野川湖周辺

しヽ くな

三崎町から高知県須崎市まで延々のびる国道197号線は約168km、一時は酷道とも197

国道ともいわれた。

日本一長い佐田岬半島コースは、今では完全改良、その名もメロディーライソと呼ば

れている。

この国道の中で鹿野川ダムより坂石の区間6.7kmが「鹿野川道路」として改良が進めら

れている。

ダム堰堤付近でも工事が集中的に進められ短い橋ながら 5橋できることになる。

それぞれの橋の名は、町内の小学校児童から募集したものの中から採用される予定。

道路の改良は生活環境を一変さす、国道であればなおさらである。景観だけの様がわ

りでなく、地域住民の生活、とりわけ薩業にはたす役割りを重視したい。

今月号の主な内容
r
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マムシの研究を熱っぼく（和気さん）

第
二
回
風
お
こ
し
大
会
を
一
月
二

十
二
日
公
民
館
で
、
町
民
一
四
六
名

が
参
加
し
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
の
シ
ソ
ボ
ル
マ
ー
ク

の
発
表
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
発

表
と
表
彰
か
ら
始
ま
り
、
肱
川
町
研

修
事
業
の
中
か
ら
四
名
の
皆
さ
ん
か

ら
の
研
修
報
告
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践

に
向
け
た
『
風
お
こ
し
宣
言
』
そ
の

他
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
行
い
ま
し
た
。

シ
ソ
ボ
ル
マ
ー
ク
の
表
彰
で
は
、

入
賞
者
の
福
島
進
氏
が
は
る
ば
る
埼

”
玉
県
か
ら
来
町
し
、
最
優
秀
賞
の
表

彰
状
と
金
一
封
が
町
長
よ
り
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

シ
ソ
ボ
ル
マ

ー
ク
と
キ
ャ

ッ
チ
フ

アイデア風車（町内小中学校より）

”こ

f わき上がる

風でロマン(J)
ヽ

町づくリ
ヽ

V守下• 9 9ー ペ

宣言花いっぱいのミニ公園を

レ
ー
ズ
の
発
表
は
、
大
枠
で
作
成
し

た
パ
ネ
ル
を
舞
台
に
架
か
げ
、
町
長

と
福
島
氏
が
除
幕
し
、
初
め
て
町
民

の
皆
さ
ん
へ
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
事
業
の
発
表
は
、
肱
川
町
研

い
よ
い
よ
実
践

い
よ
い
よ
実
感

日頃の練習成果を披露（肱川中学校）

修
事
業
の
中
で
、
今
ま
で
に
八
班
の

皆
さ
ん
が
県
外
へ
出
か
け
研
修
を
受

け
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
四

名
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
を
通
し

た
実
践
取
り
組
み
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。風

お
こ
し
宣
言
は
十
一
名
の
皆
さ

ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
日
常
の
仕
事
や
活

動
の
中
か
ら、
，
具
体
的
実
践
へ
の
決

意
を
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

大
会
の
デ
モ
ソ
ス
ト
レ
ー
ジ
ョ
ソ

と
し
て
、
町
内
の
各
小

・
中
学
校
生

徒
の
皆
さ
ん
や
一
般
の
皆
さ
ん
が
造
っ

た
手
づ
く
り
の
風
車
八
八
五
個
が
会

場
狭
し
と
飾
ら
れ
彩
ど
り
を
そ
え
ま

し
た
。
岩
谷
小
学
校
か
ら
出
品
さ
れ

た
作
品
は
直
径
一

・
五
米
の
大
風
車

の
中
に
五

0
個
の
小
さ
な
風
車
が
回

る
と
い
う
大
作
で
し
た
。
大
谷
小
学

わ
ら

校
の
藁
で
造
形
し
た
馬
に
風
車
を
飾

る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
作
品
や
出
品
さ

れ
た
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
ー
ク
な

作
品
ば
か
り
で
し
た
。

ま
た
今
年
は
、
肱
川
中
学
校
の
ブ

ラ
ス
バ
ソ
ド
の
参
加
を
得
て
、
日
頃
~

の
練
習
の
成
果
が
発
表
さ
れ
大
会
を
~

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

第
二
回
目
の
風
お
こ
し
大
会
は
~

『
い
よ
い
よ
実
践
、
い
よ
い
よ
実
感
、
~

新
し
い
町
創
造
を
も
と
め
て
』
と
い
~

う
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
い
~

よ
い
よ
実
践
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
~

開
し
た
い
も
の
で
す
。

※
研
修
事
業
の
報
告
と
風
お
こ
し
~

宣
言
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
・

場
~

登
＂

も乍イ大な
＂

んこ竺＇ ＜ 
づ手

~
午年の馬君は風車で化粧

各
種
事
業
の
指
定
を
う
け

信
/
新
い
。
辻
ロ
ロ
画
□

｀

'[[1門

て
い
る
が
、
お
菓
子
を
頂
戴
し
て
驚

い
た
。
単
に
菓
子
の
中
に
栗
が
入
っ

て
い
る
の
と
違
い
、
加
工
さ
れ
た
栗

そ
の
も
の
の
菓
子
で
、
商
標
は
北
斎

画
く
、
傘
に
乗
っ
て
空
を
飛
ぶ
「
傘

風
子
」
像
、
訪
ね
く
る
人
は
風
、
異

な
る
風
が
溶
け
あ
っ
て
新
し
い
風
を

と
、
町
並
み
の
こ
と
ま
で
考
え
て
お

ら
れ
る
。
栗
の
生
産
も
六
百
年
の
伝

統
と
い
う
。
小
布
施
の
町
並
み
、
町

お
こ
し
の
ビ
デ
オ
も
拝
見
し
た
が
、

歴
史
と
、
町
民
の
盛
上
が
り
を
感
じ

た
。
栗
と
風
と
の
関
係
で
当
町
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
名
を
う
け
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
。

当
町
の
栗
の
数
量
、
品
質
の
低
下

は
何
故
か
。
何
を
な
す
べ
き
か
は
判
っ

て
い
る
と
思
う
。
や
る
気
を
出
さ
ね

ば
減
退
す
る
ば
か
り
だ
。
付
加
価
値

へ
の
努
力
も
同
じ
。
計
算
だ
け
で
伝

統
は
つ
く
れ
ぬ
。
小
布
施
も
六
百
年

の
間
、
苦
し
み
に
耐
え
、
努
力
し
今

日
に
至
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
肱
川
で
い
ま
何
を
。

儲
か
る
な
ら
で
は

何
も
生
ま
れ
な
い

伝
統
は
努
力
の
っ
み
重
ね
だ
。
（
町
長
）

諭
温
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研 修 事 業 の 報

告

報 告 者 研修内容 研 修 後 の 取 り 組 み

まむしの飼育と料理
幅2.5m、高さ2.0mの飼育場を建てた。現在100匹のまむし飼育（親60、

和気邦嗣 子40)。まむしが捕れたらご持参下さい。まむし料理が出来る保養センター
（群馬県・新褐県） のPRをして下さい！

たらの芽の栽培
たばこのハウス利用、 12月～ 3月末まで抑制栽培、 62年から取り組んで

寺中 勇 いる。今年度は13万本のふせ込みをする。特産セソター他へ出荷、皆さん
（山梨県） の試食と PRを願う。

サクラソボの栽培
サクラソボを実際に植えて研究を進めている。現在、 33本のサクラソボ

冨永政男 を植えて、肱川町での可能性をさぐっている。サクラソボに興味のある方
（山形県） 一緒に植裁研究して見ませんか。

天蚕の飼育 肱川町にも野生の天蚕がいる。産業試験場から幼虫をもらい飼育したり
森 繁 夫 しているが生産技術・加工技術等深く研究する必要あり。城川町が先進の

（長野県） お手本、更に研究を進めたい。

風 お こ し 宣

-E 

宣 言 者 宣 言 内 容

清水昭信
シバ桜による、ミ ニ公園をつくり、花いっぱい運動を展開する。桜、モミジも植裁、準備進

行中。

土井豊城
大谷川は地域のシソボル。清流を守り、うるおい・やすらぎを求める快適環境づくりを進め

る。

山下雅英
各種会合に参加するが、人の意見を聞くだけでなく、最低一回以上の発言をして活発な意見

を出して行く。

坂 幹幸 青年から見た過疎の町を主題として、本年中に映画をつくりあげる。（沖野晃己・代宣言）

菅野ナカエ
風おこしのいっかんとして、中央婦人会では花いっぱい運動を推進中。さらにこの運動を町内
に広げてゆく。

村上春義
50年炭焼ぎひとすじ、自分の誇り。後継者も出来た。一生炭焼きを続ける。最近木酢液を採

取している。土壌消毒に最適。使用して見て下さい。

西田 等
町内の作目別収入は、椎茸が 1位、酪農が 2位。酪農を 1位にしたい。自分自身は、素収入

3,000万、所得1,000万の 8桁農業をやる。

岡本喜美子 大谷地域は、健康保険モデル地区。各戸訪問等を行い、地域の健康づくりに取り組む。

沖浦賢嗣
馬が好き。レッスソ場をつくり、内乗、外乗の出来るコースづくり。京の森～愛の森、 9.5

Kのコ ースは素晴らしい。一日 、半日、 2時間コース等実現に向け頑張る。.. 

菅野松雄
歴史民俗資料館、外人客あり。ハローだけの対応から片言まじりでも英語で対応できるよう

にする。

沖永賀寿男
凡人未来塾の活動を通して、町づくりに参加して行く。ダム周辺の桜のヤドリー木除去を始め

沿線の環境美化に努める。

完成間近正山小学校

正
山
小
学
校
（
宮
部
博
文
校
長
）
は
、

平
成
二
年
三
月
完
成
に
向
け
て
今
、

急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。同

校
は
木
造
二
階
建
、

一
、
三
六

七
面
で
計
画
さ
れ
て
お
り
、
間
取
り

は
普
通
教
室
を
南
面
に
、
音
楽
室
の

間
仕
切
り
を
可
動
式
と
し
、
全
校
集

会
、
研
修
等
に
利
用
で
ぎ
る
よ
う
に

工
夫
さ
れ
て
お
り
、
居
住
性
に
富
ん

だ
、
し
か
も
地
域
に
開
か
れ
た
校
舎

と
な
り
そ
う
で
す
。

教
育
委
員
会
に
伺
う
と
、
現
在
の

六
年
生
が
短
期
問
で
も
新
校
舎
で
学

習
を
さ
せ
て
や
り
た
い
と
言
っ
て
い

ま
す
。
県
下
で
も
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク

な
校
舎
が
完
成
す
る
の
も
間
近
の
よ

う
で
す
。

正
山
小
学
校
改
築



ぬ怠0領）L．`；：-., §匈 団 各、一・ •<'·•··''ぷ凌 息338言｝（ 4)

研

修

事

業

で

木

工

の

里

肱
川
町
で
は
、
研
修
事
業
推
進
要

綱
を
定
め
て
、
視
察
や
研
修
を
行
い
、

さ
ら
に
研
究
や
実
験
を
通
し
て
実
践

に
向
け
た
人
づ
く
り
に
必
要
な
研
修

等
を
し
て
も
ら
う
た
め
、
フ
ァ
イ
ト

あ
る
方
に
対
し
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
昨
年
十
二
月
二
日
し
四
日

か

し

も

ま
で
、
岐
阜
県
加
子
母
村
、
清
見
村

ヘ
三
名
（
正
山
風
の
会
々
員
）
出
か
け
、

木
の
こ
と
な
ら
木
工
品
か
ら
住
宅
づ

く
り
ま
で
手
が
け
て
い
る
木
の
ふ
る

里
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

研
修
報
告
の
中
か
ら
主
な
こ
と
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

加

子

母

村

は

山

の

町

一

加
子
母
村
は
、
東
濃
桧
の
里
と
し

て
、
古
く
か
ら
裏
木
曽
と
呼
ば
れ
尾

張
藩
の
林
業
経
営
の
中
心
地
で
あ
っ

こ。f
 面

積
の
九
十
五
％
が
山
林
（
肱
川

町
は
七
十
八
％
）
で
あ
る
。
そ
の
豊

富
な
山
林
資
源
を
活

か
し
、
林
産
物
は
も

ち
ろ
ん
、
建
築
協
同

組
合
に
よ
る
加
子
母

桧
の
良
材
と
伝
統
技

術
で
産
直
住
宅
を
届

け
る
事
業
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
、
間
伐

材
を
利
用
し
た
木
工

品
、
伝
統
あ
る
工
芸

品
等
を
町
の
特
産
品

と
し
て
、
人
と
木
の

ふ
れ
あ
う
町
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
。

そ
の
昔
、
尾
張
藩

は
「
檜
一
本
首
一
っ
」

と

め

ぎ

と
い
わ
れ
た
停
止
木

を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
禁
制
を
定
め
立

木
の
伐
材
を
制
限
す

る
と
と
も
に
植
林
な

ど
の
事
業
を
行
い
、

モクモクセンターここで年商 1億円

人
と
木
の
ふ
れ
あ
い
街
道

ヘ

山
林
の
保
護
・
育
成
に
あ
た
っ
た
と

い
う
。こ

れ
ら
の
木
材
は
明
治
神
宮
を
始

め
由
緒
あ
る
建
造
物
の
御
用
木
と
し

使
わ
れ
る
な
ど
加
子
母
村
の
桧
は
高

級
建
築
用
材
と
い
え
る
。

モ
ク
モ
ク
セ
ソ
タ
ー
は
新
林
構
事

業
で
「
林
産
物
加
工
品
等
展
示
販
売

施
設
」
と
し
て
昭
和
六
十
年
に
オ
ー

プ
ソ
、
事
業
費
六
、
八

0
0万
円
で

出
来
上
が
っ
た
施
設
で
あ
る
。

店
内
を
見
る
と
、
木
工
品
・
エ
芸

品
・
製
材
品
・
山
菜
・
乾
物
・
漬
物
・

盆
栽
・
庭
木
・
山
野
草
・
園
芸
用
品
・

資
材
・
加
子
母
茶
・
は
っ
か
糖
•
そ

の
他
林
産
物
各
種
、
山
の
物
な
ら
な

ん
で
も
揃
う
と
い
っ
た
セ
ソ
タ
ー
で

山
の
も
の
な
ら
な
ん
で
も

モ

ク

モ

ク

セ

ン

タ

ー

センター内は所せましと木工品が並ぶ

あ
る
。木

工
品
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
見
て
も

日
頃
、
わ
た
し
た
ち
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
や
樹
脂
製
品
に
囲
ま
れ
て
生
活
し

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
な
に
か
し
ら

ん
、
木
の
湿
も
り
・
木
の
安
ら
ぎ
・

木
の
文
化
と
い
っ
た
、
忘
れ
て
い
た

も
の
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
す
る
。

木
の
イ
ソ
テ
リ
ア
と
木
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ソ
が
い
っ
ぱ
い
の
店
内
は
木
に

慣
れ
親
し
ん
で
き
た
村
の
人
達
の
文

化
と
伝
統
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
が
同

居
し
て
い
る
。

セ
ソ
タ
ー
の
売
上
高
は
年
一
億
円

と
い
う
が
、
こ
れ
は
国
道
―
―
五
七
号

線
（
飛
騨
高
山
、
下
呂
温
泉
の
近
く
）
と

い
う
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
せ

い
か
も
知
れ
な
い
。

一

産

直

住

宅

を

届

け

る

一

良
材
と
伝
統
技
術
で
産
直
住
宅
を

お
届
け
し
ま
す
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
、
か
し
も
ひ
の
き
建
築
協

同
組
合
に
よ
る
産
直
住
宅
事
業
も
お

こ
な
っ
て
お
り
、
こ
の
事
業
は
木
材

や
大
工
さ
ん
ば
か
り
で
な
く
、
屋
根
・

左
官
・
建
具
等
す
べ
て
の
職
人
が
グ

ル
ー
。
フ
と
な
っ
て
と
り
組
む
と
い
う
。

建
前
に
は
村
か
ら
村
長
が
出
向
ぎ

お
祝
い
を
述
べ
、
村
か
ら
の
記
念
品

を
贈
呈
す
る
と
い
う
念
の
入
れ
よ
う
。

近
県
は
も
と
よ
り
、
東
京
・
千
葉
・

大
阪
・
名
古
屋
等
々
に
住
み
よ
い
住

宅
を
と
ど
け
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
産
直
住
宅
事
業
に

つ
い
て
は
く
わ
し
く
研
修
出
来
ず
残

念
で
あ
っ
た
。

研
修
参
加
者
（
正
山
風
の
会
々
員
）

嘉

城

上

田

武

共

栄

沖

野

忠

山

槌

上

田

生

公嘉

一
肱
川
で
も
取
り
組
み
を
一

本
研
修
で
特
に
感
じ
た
こ
と
は
、

木
工
品
製
作
と

一
口
に
い
っ
て
も
、

ま
ず
商
品
と
し
て
認
め
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
良
質
の
木
材
と
高
度
な
技

術
が
必
要
で
あ
る
。
樹
種
の
特
性
を

知
り
、
ロ
ク
ロ
の
技
術
習
得
、
大
変

な
の
は
木
の
乾
燥
・
保
管
・
漆
塗
り

の
工
法
だ
と
思
わ
れ
る
。
ど
れ
を
と
っ

て
み
て
も
大
変
だ
と
思
わ
れ
る
が
や

れ
な
い
こ
と
は
な
い
。

ま
ず
、
自
分
達
の
身
の
回
り
に
あ

る
い
ろ
い
ろ
な
木
材
を
素
材
に
し
た

小
物
木
工
品
の
製
作
か
ら
取
り
組
ん

で
い
け
ば
よ
い
。

さ
い
わ
い
町
に
は
、
特
産
開
発
セ

ソ
タ
ー
も
あ
り
、
食
品
を
中
心
と
し

た
特
産
品
づ
く
り
と
併
せ
て
、
肱
川

産
の
木
工
土
産
品
等
の
研
究
開
発
を

進
め
た
い
と
実
感
し
た
。

こ
の
他
、
飛
騨
高
山
の
近
く
の
清

見
村
に
あ
る
工
芸
家
達
の
村
で
あ
る

オ
ー
ク
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
見
学
し
、
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
が
育
つ
と
こ
ろ
に
産

業
が
生
ま
れ
る
と
確
信
し
た
と
同
時
一

に
「
風
お
こ
し
」
は
つ
づ
ま
る
と
こ
ろ

人
づ
く
り
が
根
っ
こ
で
あ
る
と
痛
感

し
た
。
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各分団の一斉放水（中学校下河原）

恒
例
の
肱
川
町
消
防
出
初
式
が
二

月
十
一
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
肱
川

中
学
校
で
来
賓
多
数
参
列
の
も
と
、

団
長
以
下
一
九
七
名
が
出
動
し
て
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り

部
隊
訓
練
や
は
し
ご
操
法
な
ど
の
日

頃
の
訓
練
の
成
果
が
披
露
で
き
ず
、

体
育
館
で
の
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
活
動
に
お
け
る
功
績
と
永
年

勤
続
に
対
し
て
、
日
本
消
防
協
会
長
・

県
知
事

・
愛
媛
消
防
協
会
長
・
大
洲

平

成

規
律
・
誠
実
・
義
務
を
確
認

二

年

消

防

出

初

式

喜
多
消
防
団
連
合
会
長
・
肱
川
町
長

表
彰
等
三
十
五
名
の
団
員
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
小
雨
を
つ
い
て
中
学

校
前
の
河
原
で
、
小
型
ポ
ソ
プ
一
〇

台
に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
な
い
出
初

式
を
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ

ん
は
、
次
の
方
々
で
す
。

◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

0

功
績
章

副

団

長

山

下

道

教

0

精
績
章

第
五
分
団
副
分
団
長

東

光

穂

0

勤
続
章

副

団

長

山
下
道
教

◎
愛
媛
県
知
事
表
彰

0
功
労
章

第
一
分
団
分
団
長

森
本
正
吉

◎
愛
媛
県
消
防
協
会
長

表
彰

0
功
績
章

第
二
分
団
分
団
長

寺
岡
勝
信

0

勤
続
章

（
十
五
年
以
上
）

第
五
分
団
班
長

大
森
廣
行

I

I

I

I

 

第
五
分
団
々
員

I

I

I

I

 

第
四
分
団
々
員

I

I

I

I

 

I

I

I

I

 

第
二
分
団
々
員

I

I

I

I

 

第
三
分
団
々
員

I

I

I

I

 

◎
肱
川
町
長
表
彰

第
一
分
団
々
員

I

I

I

I

 

松
本
隆
寿

岩
田
良
一

冨
永
廣
次

和
気
哲
弘

和
気
栄

一

上
田
恒
雄

久
保
忠
信

丸
川
浩
一

山
田
正
和

上
田
公
生

中

岡

明

岡
山
俊
司

”
”
 

第
五
分
団
々
員

I
I
”
 

I

I

I

I

 

第
四
分
団
々
員

I

I

I

I

 

I

I

I

I

 

第
三
分
団
々
員

I

I

I

I

 

” 

” 

◎
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

0
勤
続
章

第
一
分
団
々
員

II 

第

二

分

団

団

員

宮

田

（
十
年
以
上
）

第
一
分
団
副
分
団
長
一
＿
一
瀬
次
男

第

三

分

団

部

長

大

田

秀

雄

第

一

分

団

班

長

堀

井

一

男

第

三

分

団

班

長

大

塚

芳

行

第

四

分

団

班

長

森

吉

満城
戸
英
樹

白
岩
千
明

亀
井
和
夫

亀
田
健
助

冨
永
員
一

渡
辺
貞
雄

門
脇
熊
義

高

橋

優

黒
田
利
光

木
下
英
孝

東

利

幸

山
下
新

一 昭

と
も
こ

冨
永
智
子
ち
ゃ
ん
（
月
野
尾
）

昭
和
62
年
10
月
14
日
生

2
歳

4
か
月

あプー果ラ必 おてえ う 各同いで磨がでと 同い と
る ラ 日雑的 、ン プ要と歯歯る各はし人歯じま場ききよあ悩い一じな磨は磨
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まグ もでよををいをに単必つ゜ていもびなり場つを°るも歯 ‘もいる
す す良何う使お ま も つ に 要 た ‘ま ‘ の ら ま 所 て し 人‘磨 磨りうの
°るい回でうとすつい磨で磨 磨す出 人 び し と プ て をむき いでこと
のか もす こす゜てたくすき き ° つはもた‘ラみ 見しを て い と 磨
がら磨゜とに 磨プの°方 方 ぱ い 十 ° で ッ る か 歯 や いてカ~け
効 ‘ く がは くラで を も りま人 き、ンと け と つ な も あ て
果丁よ こ lは早全具せ十て、ノや る歯てい磨

的寧り 番歯 とクな て 合ん色 いグは こ周い のけ ま

でにも 効フ がをく 覚違 も°で なのり と病る とてす。の

No.,.〈ホ創為切つ“九）⑫

は
じ
め
ま
し
て
、
智
子
で
す
。

チ
ョ
ッ
ピ
リ
我
が
ま
ま
で
、

チ
ョ
ッ
ピ
リ
オ
チ
ャ
メ
で
、
チ
ョ
ッ

ピ
リ
優
し
い
女
の
子
！

お
姉
ち
ゃ
ん
の
マ
ネ
し
て
、

オ
リ
ボ
ソ
で
頭
く
く
っ
て
、

「
鏡
さ
ん
わ
た
し
か
わ
い
い
っ

て
…
…
」
こ
ん
な
わ
た
し
だ
け

ど
町
で
会
っ
た
ら
お
友
達
に
な

ろ
う
ネ
'
・

か

な

え

高
田
佳
奈
江
ち
ゃ
ん
（
中
野
）

昭
和
62
年
12
月
6
日
生

2
歳
2
か
月

ヽ`＇‘,歳

゜

¥
¥
/
/

）
 

歳

3
8

(

 

⑫

ん
ん

さ

ん
さ
ん
子

さ
治
さ
佳

父
栄
母
千

お

お

う
さ
ん
と
遊
ぶ

゜
佳
奈
江
は
、
お
と

の
が
大
好
き
で
、
毎
日
仕
事
か
ら
帰
っ

て
来
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま

す。
近
頃
、
い
ろ
ん
な
事
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
、
子
ど
も
の
成
長
に
驚
い

て
い
ま
す
。
元
気
で
や
さ
し
い
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
、
思
い
ま
す
。

お父さん
政男さん(39歳）

お母さん
泰江さん(32歳）
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政
治
家
に
対
し
、
寄
附
を
出
す
よ

う
に
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
政
治
家
を
威
迫
し

て
あ
る
い
は
政
治
家
の
当
選
ま
た
は

こ
の
改
正
は
平
成
二
年
二
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

有
権
者
が
、
威
迫
し
て
あ
る
い
は
政
治
家
を
陥
れ

る
目
的
で
寄
附
を
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

2
 

入学、卒鑽、鼠●、紀嬬、出量などのお況

1

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者

お
よ
び
現
に
公
職
に
あ
る
者
）
は
、
寄
附
を
す
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に

対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
（
政
党
や

親
族
に
対
す
る
も
の
お
よ
び
政
治
教

育
集
会
に
関
す
る
必
要
や
む
を
得
な

匈
ぃ
実
費
の
補
償
は
除
か
れ
ま
す
。
）

は
、
い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て
す
る

も
の
で
あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

次
の
も
の
を
除
ぎ
す
べ
て
罰
則
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結

婚
披
露
宴
に
お
け
み
祝
儀
。

②
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
葬

式
や
通
夜
に
お
け
る
香
典
。

①
や
②
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
に
関

し
て
な
さ
れ
た
場
合
や
通
常
一
般
の

5

後
援
会
が
、

処
罰
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
金
の
か
か
ら
な
い

政
治
の
実
現
と
選
挙
の
公
正
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
寄
附

の
禁
止
規
定
な
ど
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

社
交
の
程
度
を
超
え
て
い
る
場
合
は

処
罰
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
政
治
家
以

外
の
人
が
、
政
治
家
名
義
の
寄
附
を

す
る
こ
と
も
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ

れ
ま
す
。

※
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
実
費
の

補
償
の
う
ち
、
食
事
や
食
事
料
の
提

供
は
禁
止
さ
れ
、
処
罰
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

ー
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
'
_
,

罰
則
で
禁
止

政
治
家
の
寄
附
は

花
輪
、

香
典
、

被
選
挙
権
を
失
わ
せ
る
目
的
で
勧
誘

や
要
求
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る
こ

3

政
治
家
は
、
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す

こ
と
が
禁
じ
ら
れ
ま
す
。

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ

る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
、
暑
中
見

4
政
治
家
や
後
援
会
が
い

出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
や
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る

後
援
会
）
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
す
る
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
し
て
、

新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な

ど
に
よ
り
、
有
料
の
広
告
（
い
わ
ゆ

る
名
刺
広
告
な
ど
）
を
出
す
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に
対

し
、
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料

の
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）
が
、

花
輪
、
供
花
、
香
典
、
祝
儀
そ
の
ほ

か
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
出
し
た

り
、
後
援
団
体
の
設
立
目
的
に
よ
り

祝
儀
な
ど
を
出
す
と

行
う
行
事
や
事
業
に
関
す
る
寄
附
以

外
の
寄
附
を
す
る
と
、
そ
の
時
期
の

い
か
ん
を
問
わ
ず
、
処
罰
さ
れ
ま
す
。

ー、

2
、
4
お
よ
び
5
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
ま
す
と

公
民
権
停
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

葬式の花罐や霞典

て
お
り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状

（
電
報
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
）
を
出

す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

有
料
の
あ
い
さ
つ
広
告
を

と
も
禁
止
さ
れ
、
威
迫
し
て
求
め
る

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

,＇寄纏
安
定
所
の
愛
称
決
定
'
・

大
洲
公
共
職
業
安
定
所

6

二
四
ー
三
＿
九
＿

安
定
所
で
は
、
住
民
の
み
な
さ

ん
方
に
親
し
ま
れ
、
地
域
に
根
ざ

し
た
機
関
と
し
て
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
「
さ
わ
や
か
安

定
所
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
愛

称
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の

応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
『
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
』
を
採
用
し
ま
し
た
。

「
ハ
ロ
ー
」
と
い
う
あ
い
さ
つ
の

言
葉
に
『
出
会
い
を
大
切
に
す
る
』

と
い
う
意
味
を
込
め
た
も
の
で
、

こ
れ
を
機
会
に
、
み
な
さ
ん
に

一

層
信
頼
さ
れ
る
安
定
所
作
り
と
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

『
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
洲
』
を
[

J

利

用
下
さ
い
。

安
全
を
啓
蒙
(
L
P
ガ
ス
）

プ
ロ
パ
ソ
ガ
ス
の
こ
と
な
ら
、
な

ん
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

「
L
P
ガ
ス
安
全
機
器
普
及
運
動
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

相
談
時
間

平
日

・
午
前
9
時
ー
午
後
5
時

土
曜

・
午
前
9
時
ー
12
時

相
談
電
話

0
1
2
0
|
2
5
|
6
6
7
8
 

相
談
所

愛
媛
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
保
安
協
会
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昭
和
六
十
二
年
は
、
民
生
児
童
委

員
制
度
発
足
七

0
周
年
に
当
り
、
記

念
式
典
全
国
大
会
に
始
ま
っ
て
、
各

都
道
府
県
や
各
地
で
二
十

一
世
紀
に

む
け
て
の
、
社
会
福
祉
増
進
の
方
策

が
た
て
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

以
後
＝
一
年
、
民
生
委
員
と
し
て
地

域
に
お
け
る
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
そ
の
職
責
が
果
た
せ
た
で

あ
ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

日
常
の
活
動
の
中
で
、
あ
れ
も
、

こ
れ
も
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

”
い
ろ
い
ろ
な
事
例
に
あ
た
る
度
に
す

ん
な
り
と
解
決
出
来
な
い
も
ど
か
し

さ
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
地
域
性
や
個
人
差
と
い

う
も
の
が
あ
り
、
か
え
っ
て
弱
者
を

ひ
っ
こ
み
が
ち
に
し
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
、
も
う

一
度
踏
み
込

ん
で
積
極
的
に
指
導
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
等
反
省
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

活
動
の
中
で
は
、
さ
さ
い
な
こ
と

で
一
人
で
解
決
で
ぎ
る
こ
と
や
、
委

員
会
全
体
で
協
議
を
必
要
と
す
る
こ

と
な
ど
を
通
し
て
、
失
敗
し
た
事
や

時
に
は
誤
解
を
う
け
る
こ
と
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
に
は
種
々
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

戦後、ソ連又はモンゴルの地域に

おいて強制抑留中、死亡された方

の遺族の皆様へ

戦後強制抑留され、本邦に帰還された方々等に対しましては、平和祈

念事業特別基金等に関する法律により慰労品等の贈呈を行っているとこ

ろでありますが、このたび、新たに、戦後、ソ連又はモンゴルの地域に

おいて強制抑留中に死亡された方（帰還途上死亡された方も含みます。）

の遺族で、平成元年 9月 1日において日本国籍を有する方に慰労品（書

状・銀杯）を贈呈することとなりました。

慰労品の贈呈は請求に某づいて行うこととしておりますので、請求を

される方は、次の点に留意のうえ、請求書類を平和祈念事業特別基金へ

送付してください。

遺族の範囲ー

配偶者（婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事

情にある者を含みます。）、子、父母、孫、祖父母又は兄弟姉妹が

請求できます。

請求できる順位は、

①配偶者、②子、③父母、④孫、⑤祖父母、⑥兄弟姉妹の順序で

す。

（注） 遺族が平成元年 9月 1日以降死亡した場合において、その

者が死亡前に慰労品の請求をされていなかったときは、その

死亡した遺族の相続人が、自分の名前で請求できます。

2
 

請求書用紙は、 役場町民課にあります。

に
、
い

か
に
誠
意
を
も
っ
て
相
談
に

応
じ
て
ゆ
く
か
、
訪
問
を
重
ね
て
会

話
を
と
お
し
て
、
真
心
と
努
力
で
援

民

生

委

員

宮

田

義

盛

助
を
進
め
て
行
く
事
が
、
も
っ
と
も

大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気
軽

に
安
心
し
て
相
談
を
受
け
、
正
し
い

状
況
の
把
握
が
で
ぎ
て
、
そ
れ
に
即

応
し
た
活
動
が
は
じ
め
て
で
ぎ
る
も

の
だ
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
事
例
に
出
く
わ
し
て

考
え
ま
す
こ
と
は
、
民
生
委
員
だ
け

で
は
解
決
出
来
る
こ
と
、
出
来
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
勇
気
を
出
し
て
、
す
べ
て

の
人
々
と
協
力
し
、
そ
し
て
公
正
を

旨
と
し
て
、
社
会
福
祉
増
進
の
た
め

に
活
動
を
進
め
た
い
と
、
今
更
な
が

ら
思
っ
て
い
る
し
だ
い
で
す
。委翌、

2

用
紙
は
、
役
場
町
民
課
に
あ
り

ま
す
。

こ
の
度
、
平
成
元
年
度
予
算
措
置

に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者

（
恩
給
法
で
い
う
旧
軍
人
軍
属
で
あ
っ

て
年
金
た
る
恩
給
又
は
旧
軍
人
軍
属

と
し
て
の
在
職
に
関
連
す
る
年
金
た

る
給
付
を
受
け
る
権
利
を
有
し
な
い

者
）
の
方
の
う
ち
、
外
地
等
勤
務
経

験
者
で
加
算
金
を
含
め
た
在
職
年
が

三
年
以
上
で
平
成
元
年
九
月

一
日
以

降
、
請
求
時
に
お
い
て
日
本
国
籍
を

有
す
る
方
に
は
書
状
を
、
更
に
七
〇

歳
以
上
の
方
に
は
高
齢
者
の
順
か
ら

銀
杯
を
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

1

対
象
者
の
範
囲

①

書

状外
地
等
に
勤
務
し
た
経
験
の
あ

る
方
で
、
恩
給
法
で
い
う
加
算
金

を
含
め
た
在
職
年
が
三
年
以
上
で
、

平
成
元
年
九
月

一
日
以
降
、
請
求

時
に
お
い
て
日
本
国
籍
を
有
す
る

恩
給
欠
格
者
。

②

銀

杯前
記
①
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、

請
求
時
に
七

0
歳
以
上
の
方
が
請

求
で
き
ま
す
。

恩
給
欠
格
者
の

]

9
皆

様

へ
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手づくり簡易鶏舎で鶏君は悠々自適

農
業
は
大
別
し
て
大
農
法
と
小
農

法
に
分
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
大
農

法
は
外
需
型
農
業
で
あ
り
、
小
農
法

は
、
内
需
型
農
業
で
あ
る
わ
け
だ
が
、

日
本
の
農
業
は
い
ま
、
大
量
生
産
大

量
消
費
に
よ
る
低
コ
ス
ト
の
実
現
を

め
ざ
し
、
国
際
競
争
力
を
つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
日
本
農
業
の
未
来
を
開

こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
基

盤
整
備
は
、
日
本
各
地
で
行
な
わ
れ
、

大

農

法

小

農

法

邦
す
ま
茄
肴
の
「
匂
鈴
句
足
L

願
望
を

渫
す
過
陳
梵
：
．
、
“
?
実
践

四
国
肱
川
皆
農
塾

坂

根

大
変
な
設
備
投
資
を
し
て
い
る
わ
け

だ
が
、
こ
れ
は
意
識
す
る
し
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
大
農
法
・
外
需
型
農
業

を
選
択
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
日
本
の
農
業
が
こ

の
大
農
法
・
外
需
型
農
業
を
選
択
し

て
は
な
ら
な
い
理
由
が
二
点
あ
る
。

そ
れ
は
日
本
の
耕
地
は
ア
メ
リ
カ
な

ど
と
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
少
な
い
わ

け
で
、
大
量
な
生
産
量
で
勝
負
す
べ

く
国
際
競
争
力
を
つ
け
よ
う
な
ど
と

い
う
発
想
は
地
の
利
を
全
く
無
視
し

た
も
の
で
あ
る
。

当
然
な
が
ら
耕
地
の

少
な
い
日
本
は
「
量
」
で

勝
負
す
る
の
で
な
く

「
質
」
で
勝
負
す
べ
ぎ
で
、

こ
の
誤
っ
た
選
択
は
農

民
を
借
金
地
獄
に
落
と

し
か
ね
な
い
。

も
う
一
点
は
、
日
本

は
工
業
立
国
と
い
う
選

択
を
し
て
今
日
に
至
っ

て
い
る
。
も
し
仮
に
耕

地
の
問
題
を
解
決
し
た

と
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ

の
大
耕
地
の
農
産
物
生

産
量
に
太
刀
打
ち
で
き

た
と
し
て
も
そ
の
大
量

な
農
産
物
を
ど
こ
に
輸

出
す
る
の
か
と
い
う
問

修

私
は
地
方
の
在
り
方
は
健
全
な
農

業
の
存
在
な
く
し
て
成
り
立
た
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
創
生
資

金
に
よ
る
様
々
な
発
案
は
せ
ん
香
花

火
的
要
素
が
強
く
、
竹
や
ぶ
に
一
億

円
の
札
束
を
捨
て
る
こ
と
が
最
良
の

案
だ
と
い
う
椰
楡
も
あ
な
が
ち
否
定

で
き
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
に
地
方
の
在

り
方
の
問
題
は
主
題
を
は
ず
れ
た
と

こ
ろ
で
し
か
論
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
健
全
な
農
業
の
再

生
が
余
り
に
も
困
難
極
ま
り
な
い
た

め
の
所
作
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
紹
介

す
る
「
皆
農
塾
」
は
打
開
策
の
な
い
日

本
農
業
の
中
に
あ
っ
て
あ
る
指
針
を

題
が
あ
る
。
工
業
立
国
日
本
の
工
業
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
迄
、

ひ
ん
し
ゅ
く

製
品
の
輸
出
は
各
国
の
繋
盛
を
買
う
農
業
の
中
に
必
要
な
思
想
的
、
重
要

ほ
ど
の
勢
い
で
国
際
収
支
の
バ
ラ
ソ
性
を
説
い
て
き
た
が
、
こ
の
項
か
ら

ス
を
崩
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
経
済
的
な
要
素
を
含
め
て
論
じ
て
い

て
農
産
物
も
輸
出
す
る
と
な
れ
ば
通
ぎ
た
い
。

商
摩
擦
は
一
層
拡
大
し
国
際
問
題
と

一
九
七
七
年
、
私
は
サ
ラ
リ
ー
マ

な

る

。

ソ

生

活

に

ピ

リ

オ

ド

を

打

っ

て

一
人

当
然
、
日
本
の
農
業
の
選
択
す
べ
の
百
姓
と
な
っ
た
。
既
存
の
農
家
で

き
道
は
小
農
法
・
内
需
型
農
業
で
あ
な
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
出
で
、

り
、
こ
の
愛
媛
県
肱
川
と
い
う
山
村

農

地

も

な

く

労

働
力
も
資
本
も
な
い

に
お
い
て
も
「
量
」
で
勝
負
す
べ
き
農

と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
た
。
ぎ
っ
か
け

業
で
な
く
「
質
」
で
勝
負
す
べ
ぎ
農
業
は
有
吉
佐
和
子
著
「
複
合
汚
染
」
で、

な
ら
ば
勝
算
が
あ
る
と
言
え
る
。
そ
そ
の
中
に
出
て
く
る
放
し
飼
い
に
よ

れ
は
小
農
法
で
あ
る
が
ゆ
え
に
自
然
る
鶏
の
卵
を
隣
の
御
隠
居
が
大
変
よ

破
壊
と
は
結
び
付
く
こ
と
な
く
、
自
ろ
こ
ん
だ
と
い
う
話
か
ら

ヒ
ソ
ト
を

然
を
湿
存
し
た
ま
ま
人
間
が
自
然
と
得
て
鶏
を
飼
い
始
め
た
。
そ
の
頃
は

共
存
で
き
る
な
ら
、
こ
れ
こ
そ
「
ふ
鶏
の
放
し
飼
い
に
よ
る
養
鶏
入
門
書

る
さ
と
」
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
の
は
な
く
暗
中
摸
索
の
中
十
年
の
歳
月

で

あ

る

。

を

費

や

し

た

。

鶏
は
卵
が
直
売
し
や
す
く
日
持
ち

が
し
、
そ
の
品
質
と
安
全
性
に
よ
っ

て
少
々
高
く
売
れ
る
の
な
ら
少
資
本
・

少
労
働
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
る
こ

と
は
可
能
だ
っ
た
。
体
力
も
さ
程
必

要
と
し
な
い
こ
の
養
鶏
法
は
脱
サ
ラ

と
呼
ば
れ
る
人
達
に
と
っ
て
は
願
っ

て
も
な
い
百
姓
入
門
の
糸

口
と
な
っ

こ。
「
都
市
生
活
者
の
た
め
の
、
ほ
ど

ほ
ど
に
食
っ
て
い
け
る
百
姓
入
門
」

と
い
う
私
の
第
一

冊
目
の
出
版
本
は

好
評
で
、
そ
の
本
を
読
ん
で
集
ま
っ

て
来
た
人
達
の
中
に
寝
食
を
共
に
す

る
人
が
増
え
、

「
皆
農
塾
」
が
誕
生
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
皆
農
塾
の

一

員
と
な
る
人
、
一
年
間
の
研
修
を
終

え
て
独
立
す
る
人
と
様
々
で
、
最
初

皆

農

塾

？ io i 
唇相 ； 開 逹象 -

は
都
会
か
ら
の
脱
サ
ラ
組
が
多
か
っ

た
が
段
々
に
農
家
出
身
も
増
え
て
い
っ

た
。
皆
農
塾
は
農
業
経
営
の
中
に
農

業
研
修
を
取
り
入
れ
、
経
営
と
研
修

を

一
体
と
し
、
鶏
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
野
菜
・
米
・
麦
な
ど
も
農
場
経
営

の
中
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
。

（以
下
次
号
）
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平成元年度歳末たすけあい募金結果報告

(1)義援金総括表

区 分 募 金 額

戸 別 募 金 521,313 

その他・有志 109,504 

計 630,817 

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
、
明
る
い

お
正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ソ
に
、
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
を
進
め
ま
し
た
。

町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
、
目
標
額
を
大
き
く
上
回
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
募
金
は
、
十
二
月
二
十
六
日

に
配
分
会
を
開
き
、
町
内
の
ね
た
き

り
の
人
、
長
期
療
養
者
、
施
設
入
所

者
等
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
民
生
委

員
、
役
場
社
協
の
職
員
の
手
で
、
そ

れ
ぞ
れ
訪
問
し
、
皆
さ
ん
の
ま
ご
こ

ろ
を
伝
え
ま
し
た
。

“
募
金
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す。

(2)部落別明細書
単位：円

部 落 戸数 金 額 部 落 戸数 金 額

小畑井 7 3,500 下鹿野川 47 28,700 

萩野尾 5 2,511 上鹿野川 71 41,902 

汗 生 24 15,000 凩＇ 造 7 3,500 

道野尾 15 8,000 見の越 5 2,500 

上森山 17 10,600 月野尾 8 5,000 

八重栗 11 5,500 下 敷 水 13 7,500 

山 槌 21 11,570 敷 水 20 9,950 

協 生 28 16,616 上敷水 2 1,300 

嘉 城 22 13,560 下嵯峨谷1 13 7,473 

共 栄 29 20,500 ” 2 4 2,000 

中居谷 49 25,328 上嵯峨谷 11 6,600 

白 石 21 10,434 菟 野 尾 22 I 11,600 

、影 地 14 7,600 橡の木瀬 2 1,000 

広 常 38 20,966 柳 18 10,700 

久 保 33 18,616 郷 18 12,055 

大 平 27 14,110 市之畦 13 7・,100 

大屋 敷 16 8,250 瓜 生 谷 18 10,000 

森 11 7,500 町 28 17,015 

肱 栄 13 6,500 藤 之 原 20 10,550 

大 和 32 17,500 小 倉 6 3,000 

中 野 64 37,900 中 津 24 13,956 

小 藪 52 25,851 合 計 919 521,313 

募金を整理する民生員の皆さん

ひと

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た—

□

末
た
す
け
あ
い
募
金

り暮らしの老人訪問

（肱川郵便局の皆さん）

高
齢
化
社
会
と
言

わ
れ
る
今
日
、
肱
川

町
に
お
い
て
も
、
高

齢
者
率
(65
歳
以
上
）

が

21
％
を
越
え

60
人

以
上
の
人
が
一
人
で

生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
行
政
の
中
で

老
人
福
祉
が
一
番
大

ぎ
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

国
で
は
、
老
人
家

庭
奉
仕
員
の
増
員
、

福
祉
施
設
の
増
設
等

積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
十
分

な
も
の
と
な
る
に
は
、

みんなの真心、愛の募金筒

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま

す。
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
関

係
の
人
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
独
居

老
人
の
暮
ら
し
の
様
子
な
ど
把
握
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
手
が
廻
ら
な
い

の
が
実
情
で
す
。
こ
の
様
な
中
で
肱

川
郵
便
局
で
は
、
局
員
の
発
想
に
よ

り
一
年
前
か
ら
、
町
内
の
70
歳
以
上

の
独
居
老
人
を
対
象
に
約
40
人
の
方

を
、
毎
月
必
ず
一
回
以
上
訪
問
さ
れ

異
状
の
有
無
、
措
置
等
を
し
て
頂
き
、

ま
た
、
内
容
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、

一

み

ん

な

の

ま

ご

こ

ろ

一

愛
の
募
金
箱
を
開
き
ま
し
た

町
内
各
所
（
保
養
セ
ソ
タ
ー
・
郵

便
局
・
鹿
野
川
荘
・
農
協
•
特
産
開

発
セ
ソ
タ
ー
・
役
場
）
へ
、
愛
の
募

金
箱
を
窓
口
等
へ
置
か
し
て
頂
い
て

い
ま
し
た
が
、
十
二
月
の
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
分
配
会
に
お
い
て
開
ぎ

ま
し
た
。

合
計
で
、
四
六
、
三
五
四
円
の
沢

山
な
浄
財
を
頂
き
ま
し
た
。

報
告
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
『
郵

便
さ
ん
が
声
を
か
け
て
く
れ
る
の
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
』
と
あ
る
老
人

も
大
変
喜
ん
で
居
ら
れ
ま
し
た
。

局
員
の
皆
さ
ん
は
、
大
変
大
き
な

仕
事
を
持
お
な
が
ら
、
そ
の
か
た
わ

ら
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
今

大
き
な
社
会
問
題
と
さ
れ
て
い
る

一

人
暮
ら
し
の
方
々
に
、
湿
か
い
力
づ

け
を
し
て
頂
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

今
、
社
会
が
求
め
て
い
る
こ
と
は

こ
の
局
員
の
皆
さ
ん
が
、
実
行
さ
れ

て
い
る
福
祉
の
心
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
浄
財
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
ま
ご
こ
ろ
金
庫
へ
納
付
し
、
福
祉

の
向
上
に
役
立
た
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
関
係
者
と
相
談

の
上
、
町
内
各
所
へ
愛
の
募
金
箱
を

設
置
さ
せ
て
頂
き
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
は
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
高
齢
者
福
祉
部
会
を
発
足

一

一
月
―
―
-
＋
日
、
社
協
事
務
所
に
お

い
て
、
高
齢
者
福
祉
部
会
を
開
催
。

高
齢
者
福
祉
に
対
す
る
住
民
の
意

識
、
在
宅
要
介
護
老
人
へ
の
効
果
的

な
サ
ー
ピ
ス
提
供
、
老
人
家
庭
奉
仕

員
の
派
遣
、
総
合
的
な
在
宅
援
助
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

正
副
部
会
長

・

部

会

長

浅

井

義

明

（
部
落
長
地
区
代
表
）

・

副

部

会

長

浜

田

タ

ネ

（
母
子
寡
婦
福
祉
会
長
）
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第39回総代会（町公民館にて）

去
る
二
月
六
日
、
肱

川
町
公
民
館
に
於
い
て
、

第
一
＿
一
十
九
回
の
通
常
総

代
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
代
会
に
は
、
八
幡
浜

地
方
局
大
洲
出
張
所
森

林
林
業
課
福
田
寛
課
長
、

県
森
連
蝶
野
恭
一
会
長
、

日
本
き
の
こ
セ
ソ
タ
ー

松
山
事
務
所
桜
田
章
所

長
、
大
野
和
町
長
、
鉾

岩
勉
農
協
長
他
町
内
団

体
の
方
の
御
臨
席
の
も

と
開
催
さ
れ
、
東
理
事

の
開
会
の
挨
拶
、
平
成

元
年
度
亡
く
な
ら
れ
た
、

理
事
上
田
治
男
氏
、
前

組
合
長
香
川
亀
久
次
郎

氏
に
対
し
黙
蕎
、
河
野

（運営 の 基本方針〕

組
合
長
の
総
代
会
の
挨
拶
の
後
、
議

長
に
岩
田
清
茂
氏
を
選
任
し
て
議
事

に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案
よ
り
第
十
三
号
議
案

ま
で
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
可
決
さ
れ
た
。
飛
野
理
事
の
閉
会

の
挨
拶
で
総
代
会
を
終
了
し
た
。

総
代
会
付
議
事
項
、
運
営
の
基
本

方
針
、
出
資
金
計
画
は
次
の
通
り
で

す
。
組
合
員
の
皆
様
の
御
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

一、昭和六十四年度事業報告書・

財産目録・貸借対照表・損益計

算書及び剰余金処分案承認の件

二、平成二年度事業計画承認の

件

総 木材、椎茸価格の低迷で林業は極めて厳しい情
勢であり こ れに対処するため、地域林業の真の
担手にふさわしい組織並びに経営体制の強化を
はかり森林のもつ公益性や木造住宅の良さを広

括 める運動を行うとともに山を守り育てる森林組
合活動に努める。

指 l. 各種林業振興事業の推進と生産技術の向上
導 を図る。

部 2.協 業体 制 の 確 立 を す す め 、 林 業 の 経 営 近代

門 ィヒを図る。

販
1. 木材、 椎茸、緑化木、ぜんまいの系統共販

を推進する。
冗- 2. 間伐、 除伐施業協業による林産事業を拡充

部 する。

門
3. 椎茸共同選別、共同計算の成果を上げる。
4. 椎茸加工品の生産販売の拡大

部購 1. 優良山行苗を生産し斡旋する。

門買 2. 生産資材の斡旋、系統購買を推進する。

利 1. 林道、作業道の開設を推進する。

用
2. 受託森 林造成事業の拡充と、森林経営事 業

の実施にあたる。

部 3. 作業路開設及び椎茸楕場造成事業を実施す

門
る。

4. 木工品生産販売の推進

部金 l. 組合員に対する林業振興事業資金の貸付。

門融 2. 制度資金を活用し林業経営の近代化を図る。

部管 1. 職員の資質の向上を図る。

門理
2. 健 全 な 組合運営と活動を展開する。

三
、
平
成
二
年
度
借
入
金
最
高
限
度

額
決
定
の
件
¥
四
億
円
以
内

四
、
平
成
二
年
度
余
裕
金
預
入
先
決

定
の
件

肱
川
農
業
協
同
組
合
伊
予
銀
行

五
、
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金
の
最

高
限
度
額
（
特
別
法
令
に
よ
る
も
の

を
除
く
）
及
び
債
務
保
証

最
高
限
度
額
並
び
に
貸
付
金
、
売

掛
金
等
の
利
率
決
定
の
件

イ

、

貸

付

金

最

高

限

度

額

五

百
万
円
と
す
る
。

ロ
、
債
務
保
証
最
高
限
度
額
百

万
円
と
す
る
。

ハ
、
貸
付
金
・
仮
渡
金
・
前
渡
金
・

売
掛
金
等
の
利
率

年
率
一

O
・
O％
以

内

延

滞

料

一
四
・
六
％
以
内

六
、
経
費
の
賦
課
並
び
に
徴
収
の
件

林
道
開
設
、
改
良
組
合
員
割

面
稼
割
と
す
る
。

七
、
手
数
料
及
ぴ
利
用
料
徴
収
の
件

イ
、
販
売
手
数
料
販
売
品
売
上
代

金
の
五
％
以
内
と
す
る
。

ロ
、
林
産
手
数
料
林
産
経
費
の
五

％
以
内
と
す
る
。

ハ
、
造
林
補
助
金
事
務
取
扱
手
数
料

取
扱
金
額
の
一

0
％
以
内
と
す

る。
二
、
森
林
造
成
事
業
手
数
料
取
扱

金
額
の
一
四
％
以
内
と
す
る
。

ホ
、
農
林
漁
業
資
金
取
扱
手
数
料

取
扱
金
額
の
一
・
五
％
以
内
と
す

る。
へ
、
受
託
事
業
手
数
料
取
扱
金
額

の一

0
％
以
内
と
す
る
。

ト
、
施
設
及
び
機
械
利
用
料
（
別

紙）

八
、
公
共
林
道
開
設
事
業
の
件

中
津
小
倉
線
一
、

0
0
0
m

（出資金計画〕

ロ 数 金額

出資目標額 ロ 円

（乎却弔踪）
300,000 60,000,000 

昭和64年度

末出資額
172,659 34,531,800 

増資金額 127,341 25,468,200 

平成2年度

増資金額
62,500 12,500,000 

五
千
万
円
（
予
定
）

九
、
森
林
総
合
整
備
事
業
実
施
の
件

造

成

他

継

続

三

七

三

ha

三
千

九
百
万
円
（
予
定
）

1
0、
間
伐
促
進
対
策
事
業
実
施
の
件

除

問

伐

五

O
h
a

六
百
三
十
九
万

円
（
予
定
）

機
械
施
設
一
台
九
十
一
万
二
千

円
（
予
定
）

―
-
、
団
地
施
業
計
画
実
施
の
件

更
新
二
、

0
三

oha

小
畑
井
・

汗
生
・
小
藪
・
大
屋
敷
・
大
和
・
敷

水
・
鹿
野
川
・
月
野
尾
・
共
栄

―
二
、
県
単
独
林
道
整
備
事
業
の
件

作
業
道
六
路
線
三
、
二
四
八

m

五
千
四
百
万
円

作

業

車

道

一

九

路

線

―

二

、

0

o
o
m

五
百
万
円

一
三
、
役
員
報
酬
額
決
定
の
件

¥
八
百
万
円
以
内

付
帯
決
議
事
項
の
件

本
議
案
の
決
議
事
項
に
つ
い
て
、
軽

微
な
事
項
の
修
正
及
び
行
政
庁
よ
り
指

示
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
本
旨
に
反
し

な
い
範
囲
に
お
い
て
修
正
す
る
こ
と
を

理
事
会
に
一
任
す
る
。



(11)＆ぬ領）i 母OO危ぷ切 霞

農
協
で
は
二
月
九
日
と
二
月
十
日

の
両
日
、
農
機
具
セ
ソ
タ
ー
横
広
場

に
於
い
て
農
機
具
と
小
物
の
展
示
即

売
会
を
開
催
し
た
。

経
済
連
、
イ
セ
キ
農
機
外
各
メ
ー

カ
ー
と
農
機
推
進
協
力
員
の
手
伝
い

を
い
た
だ
き
、
農
家
の
方
々
か
ら
希

望
の
あ
る
各
農
機
具
に
つ
い
て
使
い

方
や
性
能
等
、
説
明
を
し
、
農
家
の

方
も
手
で
さ
わ
っ
て
見
た
り
し
て
熱

心
に
聞
き
い
っ
て
い
た
。

又
小
物
品
に
つ
い
て
も
大
変
賑
や

い
で
大
好
評
だ
っ
た
。

a四
国図

忌
国
謁
臼
コ
う

募集要領

●実施月日

●募集人員

●行程

●参加資格

平成 3年 2月4日（月）

~ 2月7日（木） し

45名（最少催行人員35名）

3泊 4日

平成 2年 3月31日までに、下

記の定期積金をされた方を参

加資格と致します。

満期支払額

利息のみ

預金種類1 預金 額

定期積金毎月10,000円

期問

12ヶ月

旅行費用は満期時に精算致します。

●現金参加もけっこうです。
120,000円（概算）

〔旅行代金に含まれるもの〕

全行程中の交通費、食事代、宿泊費、入場
料、観光料、主催旅行保険1,000万保、ショー

代、写真代、飲物少々、消費税等、諸税を

含みます。

●添乗員同行

電
話

企
画
・
後
援

肱

川

農

協

農
協
、
定
期
積
立
貯
金
で
、
沖
縄
と
西
表
島
、
石
垣
島
へ

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
、
只
今
募
集
中
で
す
。

＿
月
号
で
申
込
期
限
を
一
月
三
十
＿
日
と
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
三
月
三
十
＿
日
ま
で
延
期
致
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
四
—
二
三
ニ
―

透
通
る
侮

繹
・
西
表
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肱川土場木材相場表^ 県マ森-連-市--より （単位オ当り：円）

長さ 未口径
スギ ヒノキ マッ

その他
チョクマガリ チョクマガリ チョク

7 8 ~cm1()cm下上
本 312本本 2 3 5 本 385 本 235

長松末パ口ル7プ7 ~CID1.2上95m F9 本 362 295 本 620本 377

4m ll~12cm上 70 102 18cm上 66 さ1.

1 3 cm 上上 70 171 24cm上77
18 cm 75 182 羹雑パルプ

口 7cm上
7 CJD 下上本 152本本 1 3 3 本 176 本 133 さ 2m
8 cm 本 214 本 258本 239 43F 

3m 
B政1181吐上国⑳（図二上上） 

36 }210 70 バリ材
84 159 18cm上 60 材（松・杉・桧）
91 196 24cm上 66 末口 3~6cm 
69 150 長さ 2 m  

7 cm 上下本 一 本 一 本 一 本 72F 

2m 8 cm 14 14 
松ハリ材16 CID上 28 56 

30 cm上 49 109 16~22cm 

関政]3em吐上（（元一9

102 310 3 m 91円
6m 109 405 4 m 91円

特選 112 237 
238 1,370 

備考
杉、檜、材全般に保合相場推移。しかし、品薄優良材は、依然好人

気、間伐を推進しよう。

'----------------』'-

銘 柄 単 価 比率 銘 柄 単 価 比率

大 厚 ー 特用大葉

中 厚 ー特用中葉

'」ヽ 厚 ー特用小葉

大ウス ー大バレ 2,876 16 

中ウス 3,971 9 中バレ 3,256 11 

中小ウス 4,172 10 1Jヽ パレ 2,190 6 

1Jヽ ウス 4,390 5 変 形 3,060 5 

ジヤミウス 2,490 8 色 落 ウ ス

冬 大 色 悪 2,385 30 

冬 中 黒 子

冬 ,Jヽ その他

1．概要 秋子の足長椎茸が少なくなった為、パレ葉等については、少し

単価が上がりはじめた。良品質の椎茸が採れ始めたので秋子

椎茸の御出荷をなるべく早目にお願い致します。

面
圏
璽
圃
言

木
材
生
産
で
は
、
材
伊
勢
神
宮
に
も
使
わ
れ
て
い
る
木

価
が
安
く
て
山
へ
行
っ
曽
ヒ
ノ
キ
は
、
他
の
ヒ
ノ
キ
と
比
べ

て
も
金
に
な
ら
ん
と
考
て
材
質
が
軟
ら
か
い
た
め
に
、
柱
な

え
て
い
る
人
が
お
ら
れ
ど
の
構
造
材
と
し
て
よ
り
も
一
般
に

．る
と
思
い
ま
す
。
し
か
高
級
な
造
作
材
と
し
て
知
ら
れ
て
い

し
、
山
は
手
入
れ
を
す
ま
す
が
、
木
目
が
通
っ
て
い
て
、
色

れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
財
が
き
れ
い
で
、
か
お
り
が
よ
く
、
加

産
に
な
り
ま
す
。
エ
し
や
す
い
と
い
う
特
長
を
も
っ
て

こ
れ
は
、
前
月
書
い
い
ま
す
。

た
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
◎
た
か
が
ス
ギ
、
さ
れ
ど
ス
ギ

で
は
ど
れ
ぐ
ら
い
す
ば
ス
ギ
は
木
目
が
通
直
で
軟
質
、
水

ら
し
い
財
産
に
な
る
の
湿
に
耐
え
、
加
工
が
容
易
で
あ
る
こ

か
と
い
い
ま
す
と
、
ち
ょ
っ
と
か
ら
、
幅
広
い
用
途
に
使
わ
れ
て

と
極
端
な
例
で
す
が
、
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
日
本
の
造

御
紹
介
し
た
い
と
思
い
林
樹
種
の
半
数
を
ス
ギ
が
占
め
て
い

ま

す

。

ま

す

。

そ

れ

だ

け

に

、

ス

ギ

に

は

、

◎
木
曽
の
ヒ
ノ
キ
材
質
的
に
み
て
も
よ
い
も
の
と
悪
い

ヒ
ノ
キ
と
言
え
ば
日
も
の
と
の
両
極
端
が
あ
り
、
値
段
的

本
で
最
も
代
表
的
な
樹
に
も
驚
く
ほ
ど
大
き
な
差
が
あ
り
ま

種
で
す
が
、
そ
の
ヒ
ノ
す
。

キ
の
な
か
で
最
も
す
ぐ
一
般
に
ス
ギ
は
ヒ
ノ
キ
よ
り
も
安

れ
た
ヒ
ノ
キ
は
、
長
野
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ノ
キ

県
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
で
す
。
の
下
に
ス
ギ
が
あ
る
、
と
い
う
わ
け

日
本
を
代
表
す
る
ヒ
ノ
で
す
。
け
れ
ど
も
、
吉
野
ス
ギ
の
一

キ
で
あ
る
ば
か
り
で
な
番
サ
シ
ミ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
の
値
段

く
、
そ
の
材
質
・
長
さ
は
、

一
面
当
り
七
百
万
円
、
木
曽
ヒ

（
長
級
）
•
太
さ
（
径
級
）
ノ
キ
の
三
倍
も
の
値
段
に
な
り
ま
す
。

に
お
い
て
、
こ
れ
に
つ
柱
材
で
見
ま
す
と
、
四
方
柾
四
寸
角

ぐ
二
番
目
、
一
＿
一
番
目

を

（

十

二

crn
角
）
で
す
と
、
四

m
長
さ
で

あ
げ
る
の
が
む
つ
か
し
一
本
当
り
四

0
万
円
ぐ
ら
い
に
な
る

い
ほ
ど
す
ぐ
れ
て
お
り
、
そ
う
で
、
ひ
と
口
に
ス
ギ
と
言
っ
て

世
界
を
代
表
す
る
ヒ
ノ
も
「
ヒ
ノ
キ
の
下
に
ス
ギ
が
あ
る
が
、

ヒ
ノ
キ
の
上
に
も
ス
ギ
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

◎
更
に
上
に
あ
る
マ
ッ

ピ
ソ
か
ら
キ
リ
ま
で
と
言
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
に
同
じ
樹
種
で
あ
っ

て
も
価
格
の
差
の
大
き
い
も
の
の
代

表
と
し
て
は
、
マ
ツ
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
い
ま
、
ヒ
ノ
キ
の
上

に
ス
ギ
が
あ
る
と
言
い
ま
し
た
が
、

そ
の
ス
ギ
よ
り
も
高
価
な
木
材
と
し

て
、

一
寸
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う

が
、
マ
ツ
、
床
柱
材
と
し
て
の
肥
マ

ツ
（
赤
味
で
樹
脂
分
の
非
常
に
多
い

マ
ツ
・
ヤ
ニ
マ
ツ
と
も
い
う
）
が
あ

り
ま
す
。
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
肥
マ
ツ
の
床
柱
材
の
柾
角
は
、

長
さ
三

m

□-cm
角
で
、

3m
当
り
一

千
万
円
、

一
本
当
り
で
は
、
四
十
―
―
―

万
円
は
す
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、

一
番
安
い
の
も
マ
ツ
な
の
で
す
。
一

番
高
い
も
の
と
一
番
安
い
も
の
、
ピ

ソ
と
キ
リ
が
マ
ツ
で
あ
り
、
そ
の
幅

の
な
か
に
ス
ギ
が
入
り
、
さ
ら
に
ス

ギ
の
価
格
の
幅
の
な
か
に
ヒ
ノ
キ
が

入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
〔

『
木
材

に
強
く
な
る
本
』
（
閥
日
本
林
業
調

査
会
発
行
）
よ
り
〕

以
上
、
御
紹
介
し
ま
し
た
事
例
は
、

極
端
す
ぎ
て
参
考
に
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
程
の
山
も
あ
る
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
次
回
は
、
実
際
に
、
間

伐
材
を
面
当
り
三

0
万
円
以
上
で
出

し
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
御
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

林
改
・
加
藤
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①
特
性
土
質
は
特
に
選
び
ま
せ
ん

が
、
水
は
け
の
悪
い
と
こ
ろ
で
は
、

必
ず
高
う
ね
と
し
ま
す
。
ま
た
、

日
当
た
り
の
よ
い
場
所
を
選
び
、

同
じ
ナ
ス
や
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ソ

な
ど
を
2
ー
3
年
以
上
栽
培
し
て

い
な
い
畑
で
つ
く
り
ま
す
。

②
種
イ
モ
準
備
春
作
に
は
男
爵
・

メ
イ
ク
ィ
ー
ソ
の
品
種
が
向
い
て

お
り
、

1

a
当
り
15
ー
20kg
の
種

イ
モ
を
準
備
す
る
。

"
③
圃
場
づ
く
り

2
週
間
以
上
前
に

1

a
当
り
苦
土
石
灰
10kg
を
全
面

に
散
布
し
、
よ
く
耕
し
て
お
き
ま

す
。
元
肥
は
堆
肥

2
0
0
1
2
•
ヨ
ー

リ
ソ

4
k
g
．
化
成
肥
料
10kg
を
う

ね
づ
く
り
の
と
き
に
溝
施
肥
し
ま

す。

④
種
イ
モ
植
付
け
種
イ
モ
は
、

30

g
内
外
の
も
の
は

1
個
植
え
、

60

g
ぐ
ら
い
の
も
の
は
2
つ
割
り
に

し
て
用
い
る
よ
う
に
し
ま
す
。

う
ね
幅
60crn
、
株
間
25crn
に
と

り
、
深
さ

15
ー
20crn
の
溝
を
堀
っ

し
前
記
の
元
肥
を
施
し
ま
す
。
そ

の
上
に
土
を
入
れ
て
（
間
土
）
、
種

イ
モ
の
切
り
口
を
必
ず
下
に
し
て

植
え
、

5
ー
8crn
覆
土
し
て
お
ぎ

ま
す
。
晩
霜
に
や
ら
れ
な
い
よ
う
、

ぷ さ 一S｛忍．．令．9．． ぶ．9.…•~怜 四細

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
付
け

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
水
管
理
（
初
期
）

ー
根
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
管
理
ー

田
植
直
後
の
水
管
理
の
ね
ら
い
は
、

苗
の
活
着
、
分
け
つ
の
促
進
で
す
。

活
着
後
は
、
田
の
水
を
落
と
し
て

根
に
酸
素
を
供
給
し
、
根
の
活
力
を

高
め
ま
す
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
徒
長
し

や
す
く
、
茎
が
細
く
倒
伏
し
や
す
い

の
で
、
適
正
な
施
肥
管
理
と
共
に
、

生
育
初
期
か
ら
の
間
断
灌
水
や
中
干

し
等
き
め
細
か
な
水
管
理
が
大
切
で

す。1
。
間
断
灌
水

活
着
後
は
、
除
草
剤
の
効
果
を
落

と
さ
な
い
よ
う
注
意
し
て
、
早
目
に

間
断
灌
水
を
始
め
ま
す
。
気
湿
の
上

昇
に
伴
い
、
メ
タ
ソ
ガ
ス
・
硫
化
水

素
等
の
有
害
ガ
ス
の
発
生
が
急
激
に

増
加
す
る
の
で
、
そ
れ
を
お
さ
え
る

た
め
に
も
間
断
灌
水
を
行
い
ま
す
。

2
。
溝
切
り

水
の
走
り
が
良
く
な
り
、
水
管
理

が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
作
業
は
溝

切
機
・
重
石
等
を
使
用
し
、
時
期
は

田
植
後
15
ー
25
日
と
し
、
作
業
の

1

ー
2
日
前
に
落
水
し
土
を
少
し
固
め

て
お
き
ま
す
。

3
。
中
干
し

⑬
＠
霙
）

芽
の
出
る
少
し
前
に

1
回
目
の
土

寄
せ
を
す
る
。

田
植
後
、
早
期
栽
培
30
日
頃
、
短

期
栽
培
25
日
頃
に
開
始
し
、
出
穂
前

22
日
頃
ま
で
行
い
ま
す
。

一
、
ゆ
ず
の
整
枝
せ
ん
定

三
月
は
常
緑
果
樹
の
せ
ん
定
時
期

で
あ
る
。
ま
ず
、
過
密
植
園
で
は
間

伐
を
行
い
、
続
い
て
、
混
み
合
っ
て

い
る
部
分
の
間
引
せ
ん
定
を
主
体
に

行
う
。
せ
ん
定
後
、
樹
冠
内
部
ま
で

日
が
当
た
る
よ
う
誘
引
を
行
う
。
せ

ん
定
の
際
特
に
留
意
し
た
い
点
は
、

ウ
ィ
ル
ス
病
に
か
か
り
玉
太
り
の
悪

い
樹
は
必
ず
間
伐
す
る
。

二
、
ゆ
ず
の
春
肥
施
用

三
月
中
ー
下
旬
に
施
用
す
る
。
施

肥
量
は
農
協
の
指
針
を
基
準
に
施
用

す
る
が
、
樹
勢
や
葉
色
を
見
て
加
減

す
メ
～
。
前
年
成
り
過
ぎ
て
黄
変
落
葉

し
て
い
る
樹
は
、
施
肥
量
を
や
や
多

目
に
施
用
し
樹
勢
の
回
復
を
図
る
。

黄
変
落
葉
に
は
、
肥
切
れ
だ
け
で
な

く
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
や
ウ
ィ
ル
ス
病

に
侵
さ
れ
た
場
合
も
同
様
の
症
状
が

出
て
く
る
の
で
、
原
因
を
よ
く
究
明

す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

三
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
花
腐
れ
細

菌
病
の
防
除

三
月
上
ー
中
旬
（
コ
サ
イ
ド
）
カ
ス

ミ
ソ
ボ
ル
ド
ウ
水
和
剤
千
倍
液
を
散

布
す
る
。
こ
の
病
気
は
薬
剤
防
除
で

は
完
全
で
な
く
、
棚
下
の
通
風
・
採

光
・
排
水
を
よ
く
し
、
適
正
な
肥
培

管
理
等
耕
種
的
防
除
が
不
可
欠
と
さ

れ
て
い
る
。

こ

『
子
牛
の
事
故
を
防
ご
う
』

子
牛
の
病
気
は
、
①
下
痢
を
主
と

す
る
消
化
器
疾
病
、
②
感
冒
．
肺
炎

を
主
と
す
る
呼
吸
器
疾
病
が
大
半
で

す。（
対
策
）

①
子
牛
は
、
生
後
一
カ
月
ご
ろ
ま
で

は
消
化
器
が
未
発
達
で
あ
る
。
堅

い
飼
料
・
変
販
し
た
も
の
・
サ
イ

レ
ー
ジ
等
の
刺
激
の
強
い
も
の
は
、

下
痢
の
原
因
に
な
る
の
で
注
意
が

必
要
。

②
牛
舎
床
面
は
、
常
に
乾
燥
し
、
定

期
的
に
清
掃
・
洗
浄
・
消
毒
を
行

ぅ゚
③
母
牛
の
汚
れ
、
特
に
乳
房
部
が
不

潔
で
あ
る
と
、
ウ
ィ
ル
ス
性
や
寄

生
性
の
下
痢
の
原
因
と
な
る
の
で
、

十
分
注
意
す
る
。

④
哺
乳
子
牛
は
、
寒
さ
に
弱
い
の
で

保
湿
に
注
意
す
る
。

⑤
運
動
場
に
は
、
よ
く
出
し
て
自
由

に
運
動
を
さ
せ
る
。

⑥
水
は
、
新
鮮
な
も
の
を
自
由
に
、

十
分
に
与
え
る
。

⑦
疲
労
や
急
激
な
環
境
変
化
等
ス
ト

レ
ス
を
さ
け
る
。
]

⑧
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
心
掛
け

る。

3
月
L
P
G
配
達
予
定

2
日
（
金
）
大
屋
敷
・
大
平
5
日
（
月
）
上

石
丸
・
師
走
野
・
下
小
藪
・
中
野
8
日

（
木
）
藤
之
原
•
町
・
瓜
生
谷
の
一
部
1
0日

（
土
）
八
重
栗
・
上
森
山
・
大
成
・
谷
・
百
ヶ

市
・正
山
12
日
（
月
）
久
保
15
日
（
木
）
嵯
峨

谷
・
見
の
越
・
月
野
尾
・
京
造
17
日（土）

広
常
・
影
地
19
日
（
月
）
中
津
・
小
倉
20
日

（
火
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下
・
樋
の
ロ
22

。
日
（
木
）
白
石
・
上
小
藪
・
中
小
藪
24
日

（
土
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・
道
野
尾
・

赤
岩
28
日
（
水
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
30
日

（
金
）
下
、
中
、
上
敷
水
・
菟
野
尾

3
月
9
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

3
月
23
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

3
月
1
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
6
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

3
月
7
日
（
水
）
岩
谷
方
面

3
月
8
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

3
月
13
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
14
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

3
月
15
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
19
日
（
月
）
岩
谷
方
面

3
月
20
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

3
月
22
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

3
月
27
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
28
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

3
月
29
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
醤
油
配
達
予
定
表



今
年
一
番
の
社
会
体
育
行
事
と

し
て
、
第
九
回
健
康
マ
ラ
ソ
ソ
大

会
と
第
十
回
肱
川
駅
伝
大
会
を
、

一
月
二
十
一
日
（
日
）
に
開
催
し
ま

し
た
。当

日
は
、
よ
い
天
候
に
恵
ま
れ

上
々
の
コ
ソ
デ
ィ
シ
ョ
ソ
で
し
た
。

健
康
マ
ラ
ソ
ソ
は
、
一
キ
ロ
、

ニ
キ
ロ
、
四
キ
ロ
、
七
キ
ロ
の

四

コ
ー
ス
で
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

約
二
百
六
十
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

細

駅
伝
大
会
に
は
、
一
般
、
中
学

国岱
”

生
、
高
校
生
が
六
区
間
・
十
五
キ

ロ
に
、
四
十
チ
ー
ム

・
ニ
百
四
十

人
の
選
手
が
参
加
し
、
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

肱
川
中
学
校
を
午
前
十
時
に
、
駅
伝

と
マ
ラ
ソ
ン
が
、
町
長
の
ピ
ス
ト
ル
で

同
時
に
ス
タ
ー
ト
。
各
選
手
が
帯
に
な
っ

て
、
と
び
出
し
て
行
き
ま
し
た
。

健
康
マ
ラ
ソ
ソ
は
、
昨
年
よ
り
百
人

の
参
加
者
が
増
え
、
会
場
は
大
変
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

駅
伝
大
会
は
、
今
年
は
一
区
間
増
や

し
て
開
催
し
ま
し
た
が
、
中
学
生
を
は

じ
め
多
く
の
チ
ー
ム
が
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
一
般
の
部
は
、
各
分
館
単

位
の
チ
ー
ム
が
そ
ろ
い
、
九
チ
ー
ム
が

窟。役。頒｝ 后 (14)

抜
き
つ
抜
か
れ
つ
好
レ
ー
ス
を
展
開
し

ま
し
た
。
結
局
、
中
央
チ
ー
ム
が
見
事

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

選
手
の
交
通
安
全
の
た
め
に
、
警
察

を
は
じ
め
、
交
通
安
全
協
会
、
交
通
指

導
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
事
故
も
な
く
大
会
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
記
録
・
集
計
に
は
、
女
子
青

年
団
員
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
役
員
の
み
な
さ
ん
、
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一斉にスタート

第
九
回
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第

十

回

肱

川

駅

伝

大

会

冒
新
春
に
五

0
0人
の
快
走

I
〔
一
般
の
部
〕

一

、

中

央

二

、

農

協

=
-
、
川
上
支
署

〔
男
子
の
部
〕

一
、
肱
中
野
球

B

二、

I

I

E

――-、

I

I

A

〔
女
子
の
部
〕

一
、
肱
中
テ

ニ
ス

AI
 

• 

0
九
・
五
四

II

バ
レ

l

D
I
 

• 

1
 

0
 ・
―
七

II

バ
レ

l

C
I
 

• 

I
 

0
•
五
九

二、

駅
伝
大
会
結
果

五
六

・
O
ニ

五
六
•
-
＝
四

五
七
・
ニ
四

時

間

分

秒

1
 

• 

0
ニ

―
七

1
 

• 

0
四

・
O
七

I
 

• 

0
五
・

一
四

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

0

四
キ
ロ
コ
ー
ス

〔
一
般
男
子
〕

村

本

知

律

（

正

山

小

教

員

）

〔
一
般
女
子
〕

西
本
智
恵
子
（
中
居
谷
）

〔
高
校
生
女
子
〕

堀

山

好

江

（

肱

川

分

校

二

年

）

〔
小
学
生
男
子
〕

中

岡

誠

（

正

山

小

六

年

）

〔
小
学
生
女
子
〕

桜
田
ひ
ろ
み
（
正
山
小
六
年
）

0

七
キ
ロ
コ
ー
ス

〔
高
校
生
男
子
〕

上

田

祐

士

（

肱

川

分

校

一

年

）

〔
小
学
生
男
子
〕

山

田

天

洋

（

正

山

小

六

年

）

入
賞
者

駅 伝 大 会 区 間 賞

1 区
2(2.4km) 区 3(1. 9km) 区 4(2.1km) 区 5(2.4km) 区 6(I.9km) 区(4 km) 

般 今岡義博 16，'39 和気和清 ， 大宇根秀夫 7 ， 20 森岡修 一 8， 34 松本芳典 g，• 00 小亀賢二 7， 18 
（川上支署）9 51 （中央） （亀の子） （亀の子） （中央） （亀の子）

男 子
熊 野司， 金野友樹 9， 26 増田義人 6， 55 堀尾明希 7， 40 岩岡広志 8， 45 尾花末広 6， 44 
（野球 A)15 34 （野球 E) （分校 C) （野球 B) （野球 B) （分校 C)

女 子 藤川愛 18'45 吉田美鈴 10，• 03 山田千景 8'04 兵頭久美 g，• 25 丸山和美 10，• 19 村田富美 8， 29 
（テニスA) （バレーA) （バレーD) （プラバソA) （テニスA) （バレーA)

※男子・女子は分校と中学校が一緒（クラプ名は中学校）

→-

女子区間賞一般区間賞 男子区間賞
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第
四
十
二
回
成
人

式
は
、
一
月
十
五
日

（
成
人
の
日
）
に
公
民

館
で
、
新
成
人
者
ニ

十
九
名
を
迎
え
て
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
九

時
か
ら
式
典
を
行
い

ま
し
た
。

成
人
証
書
の
授
与
、

町
長
式
辞
、
記
念
品

贈
呈
、
来
賓
の
祝
辞

の
後
、
成
人
者
を
代

表
し
て
、
見
の
越
の

冨
永
美
穂
さ
ん
が
、

「
今
日
、
社
会
人
と

し
て
恥
ず
か
し
く
な

い
道
を
進
む
よ
う
覚

悟
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
今
日
か
ら
、
諸

先
輩
方
に
負
け
な
い
よ
う
、
こ
の

豊
か
な
自
然
と
恵
ま
れ
た
風
土
の

中
に
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実

現
と
夢
の
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
」

と
、
力
強
く
答
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
洲
市
市
民
課
長
の

村
上
恒
夫
さ
ん
か
ら
「
君
た
ち
、

龍
馬
と
な
れ
＇
．
」
と
題
し
て
記
念

講
演
を
し
て
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
。

村
上
さ
ん
は
、
「
坂
本
龍
馬
脱

藩
の
道
を
探
る
」
「
い
ろ
は
丸
の
謎
」

な
ど
の
著
書
が
あ
り
、
大
洲
市
の

史
談
会
々
員
と
し
て
、
歴
史
の
研

究
を
さ
れ
て
ぎ
ま
し
た
。

坂
本
龍
馬
が
脱
藩
し
た
時
の
謎

の
四
日
間
を
解
明
、
発
表
さ
れ
て

君たち 龍馬になれ
第42回成人式

新成人 29名を迎えて

い
ま
す
。

•
坂
本
龍
馬
の
脱
藩
の
道
を
探
る
と
い

う
本
を
書
い
た
事
が
、
自
分
に
と
っ

て
は
自
信
に
な
っ
て
い
る
。
学
歴
も

な
い
自
分
が
、
こ
う
し
て
み
な
さ
ん

の
前
で
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
も
、
坂
本
龍
馬
の
研
究
を
通
し
て
、

自
分
が
変
わ
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
思

゜
ぅ

ご
う
し

•
坂
本
龍
馬
は
、
土
佐
の
郷
士
（
下
級

武
士
）
の
生
ま
れ
だ
が
、
風
雲
急
を

告
げ
る
時
局
を
洞
察
し
、
常
に
時
代

の
先
を
読
み
、
自
ら
の
使
命
を
自
覚

し
て
、
行
動
を
し
た
。

脱
藩
と
い
う
大
罪
を
犯
し
て
ま
で
、

日
本
の
将
来
を
考
え
、
明
治
維
新
の
礎

を
築
い
た
が
、
そ
の
実
現
を
見
ず
し
て

―
―
-
+
=
―
歳
の
若
さ
で
暗
殺
さ
れ
た
。

あ
な
た
た
ち
も
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

で
、
龍
馬
の
よ
う
に
力
強
く
、
夢
に
向

”
大
谷
文
楽
“

ぼ
く
ら
の
里
の
誇
る

『
大
谷
文

楽
』
を
習
い
、
ふ
る
さ
と
を
見
直

そ
う
、
と
大
谷
小
学
校
（
徳
永
満

男
校
長

36
人
）
で
は
、
去
年
の
五

月
に
大
谷
文
楽
ク
ラ
プ
を
結
成
し
、

練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
が
、
ニ

月
四
日
の
学
芸
会
で
卒
業
記
念
の

発
表
を
し
ま
し
た
。

！
又
、
そ
れ
に
先
立
つ
一
月
―
―
-
+

日
に
は

N
H
K
の
衛
星
放
送
『
ふ

る
さ
と
発
信
』
の
番
組
で
全
国
に

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
少
年
文
楽
ク
ラ
プ
は
、
去

年
の
五
月
、
ふ
る
さ
と
見
直
し
の

一
環
と
し
て
五
・
六
年
生
を
対
象

に
文
楽
ク
ラ
プ
（
冨
永
小
百
合
さ

ん
ら

1
3人
）
を
結
成
。
毎
月
第
二
•
第

四
火
曜
日
の
創
意
の
時
間
に
、
大
谷
文

楽
保
存
会
の
中
塚
忠
さ
ん
と
清
水
万
喜

男
さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

子
供
達
が
習
っ
て
き
た
の
は
「
牛
若

弁
慶
五
条
橋
の
出
逢
い
」
。
牛
若
丸
と

弁
慶
の
人
形
を
そ
れ
ぞ
れ
一
＿
一
人
が
抱
え
、

頭
と
右
手
、
左
手
、
そ
し
て
両
足
を
受

け
持
っ
て
演
じ
ま
す
。
浄
瑠
璃
が
流
れ

る
中
、
拍
子
木
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら
、

人
形
と
子
供
の
動
き
が
一
体
と
な
る
よ

う
に
…
…
懸
命
に
取
り
く
ん
で
き
ま
し

こ。t
 学

芸
会
の
当
日
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

最
後
を
飾
る
熱
演
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

こ。t
 指

導
に
当
た
ら
れ
た
中
塚
さ
ん
ら
は

「
人
形
遣
い
は
三
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。

大
谷
小
学
校
文
楽
部

ぼ
く
ら
の
誇
iJ

か
っ
て
行
動
を
起
こ
し
て
ほ
し
い
。

私
に
と
っ
て
の
龍
馬
の
よ
う
に
、
あ

な
た
た
ち
に
と
っ
て
の
何
か
を
見
つ
け

て
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

君
た
ち
龍
馬
に
な
れ
9
．
と
力
強
く
語
っ

全国へ放映中です

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
青
年
団
に
よ
る
記
念
の
餅

つ
き
、
そ
し
て
会
食
で
交
歓
を
し
、
思

い
出
に
な
る
成
人
の
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

： >tヽ＾ 贔； ［ 
［ ： 国

詩靡： 舞i t ？ ＾ ` ； 日日~ • `  9 

晶． ： 
I 

子
供
ら
は
練
習
熱
心
で
、
将
来
が
楽
し

み
。
短
い
時
間
な
の
で
大
変
だ
っ
た
が
、

よ
く
頑
張
っ
た
。
自
分
の
郷
土
に
は
立

派
な
文
楽
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
誇
り
を

持
っ
て
く
れ
た
の
で
は
…
…
…
」
と
話

さ
れ
、
長
い
目
で
の
後
継
者
育
成
も
考

え
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
ふ
る
さ
と
に
残
る
文
化
財

を
大
切
に
保
存
し
、
伝
承
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。
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テ
レ
ビ
で
、
こ
ん
な
話
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

外
国
の
話
で
し
た
が
、
そ
の
夫
妻
は

都
会
で
の
生
活
を
や
め
、
田
舎
へ
移
っ

て
昔
か
ら
の
夢
だ
っ
た
牧
場
経
営
を
始

め
ま
す
。
子
供
た
ち
も
、
牛
の
世
話
な

ど
朝
早
く
か
ら
よ
く
手
伝
い
を
し
ま
す
。

十
分
な
収
入
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
希
望
に
満
ち
た
生
活
を

送
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
子

供
た
ち
が
、
学
校

暑
翡

で

い

じ

め

ら

れ

る

瓢
竺

□牛
る
[

墨
知
繹□三
〗
[

蓄

を

大

は

ず

し

に

さ

れ

た

喜
9

り
す
る
わ
け
で
す
。

信

庫

王

そ

れ

を

聞

い

た

喜
□
｀

詈

我

が

子

が

通

っ

て

魯
同
い
且

分
た
ち
が
経
営
し

mー

て
い
る
牛
舎
に
招

忍
待
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
し
て
、

牛
の
乳
し
ぼ
り
を
さ
せ
な
が
ら
、
「
あ

な
た
た
ち
が
飲
ん
で
い
る
ミ
ル
ク
は
、

こ
う
し
て
で
き
る
の
よ
」
と
話
し
て
聞

か
せ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

次
の
日
か
ら
、
ク
ラ
ス
の
子
供
た
ち

が
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

差
別
に
対
す
る
正
し
い
感
性
と
い
う

の
は
、
「
い
じ
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

「
差
別
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
言
葉

の
教
育
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
日
常
生

活
の
中
で
育
つ
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

私
た
ち
、
．
、
差
別
に
対
す
る
正
し
い

感
性
を
育
て
る
ど
こ
ろ
か
、
無
意
識
に

差
別
意
識
を
う
え
つ
け
て
い
る
場
合
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
く
言
わ
れ
る

こ
と
で
す
が
、
子
供
た
ち
に
「
勉
強
し

ろ
」
と
い
う
場
合
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
意
識
の
中
に
、
勉
強
す
れ
ば
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
に
な
り
、
そ
う
で
な
い
と

肉
体
労
働
者
に
な
る
か
ら
勉
強
し
な
さ

い
と
い
う
職
業
差
別
の
意
識
が
な
い
で

し
ょ
う
か
。
汗
だ
ら
け
に
な
っ
て
働
く

人
よ
り
も
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
人
の
方

を
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
自

分
で
も
知
ら
な
い
う
ち
に
勉
強
を
強
制

し
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
の
で
す
。

あ
る
講
演
会
の
記
録
の
中
に
、
こ
ん

な
話
も
あ
り
ま
し
た
。

信
号
待
ち
を
し
て
い
た
子
ど
も
が
、

信
号
の
変
わ
る
の
を
待
ち
か
ね
て
渡
ろ

う
と
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
ば
に
い

た
母
親
が
、
「
赤
信
号
で
渡
っ
た
ら
車

に
は
ね
ら
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
よ
」
と

注
意
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
死
ね

へ
ん
わ
」
と
反
論
し
ま
す
。
母
親
は
、

交
通
ル
ー
ル
を
子
供
に
教
え
よ
う
と
し

た
の
で
し
ょ
う
。
次
に
、
こ
ん
な
こ
と

を
言
い
ま
す
。
「
死
ね
へ
ん
か
っ
て
も
、

0

0

 

0
 

0
0さ
ん
み
た
い
に
、
足
が
『
ち
ん
ば
』

（
原
文
の
ま
ま
）
に
な
る
よ
。
」
と
。

母
親
の
言
葉
が
、
無
意
識
の
う
ち
に

「
障
害
」
者
差
別
を
う
え
つ
け
て
い
る
の

は
明
白
で
す
。

一
方
で
、
こ
れ
も
差
別
意
識
か
ら
く

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
差

別
に
無
関
心
に
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
。
体
の
不
自
由
な
人
が
歩

い
て
い
る
と
し
ま
す
。
子
供
が
、
そ
の

人
を
指
さ
し
て
何
か
と
質
問
し
て
き
た

場
合
を
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
そ
の
人

と
共
に
生
き
て
い
く
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
「
そ
ん
な
こ
と
言
う
も
ん
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
ま
っ
て
お
き
な
さ
い
。
」

と
い
う
形
で
関
係
を
絶
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ロ
を
封
じ
て
い
く
。
知
ら
ん
顔
で
通

り
過
ぎ
て
い
く
。
同
和
問
題
に
つ
い
て

も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
同
和
地
区

の
子
ど
も
で
あ
れ
、
同
和
地
区
外
の
子

カ
カ

供
で
あ
れ
、
差
別
に
つ
い
て
関
わ
ら
な

い
よ
う
に
し
つ
け
ら
れ
て
い
く
。
そ
う

し
た
こ
と
が
、
無
意
識
の
中
で
く
り
返

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
形
で
差
別
に
慣
れ
っ
こ

に
な
っ
て
い
る
子
供
た
ち
に
、

『
差
別

は
い
け
ま
せ
ん
』
と
教
え
て
も
ど
れ
だ

け
の
効
果
が
望
め
る
で
し
ょ
う
か
。
差

別
に
対
す
る
感
性
を
幼
少
期
か
ら
育
て

る
こ
と
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
る
理
由
は

こ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
一
度
、
自
ら
の
意
識
の
問
題
を
見

つ
め
直
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
の
で

す
。
子
供
た
ち
は
、
親
の
姿
、
親
の
生

き
方
、
す
な
わ
ち
、
大
人
の
生
き
ざ
ま

か
ら
大
切
な
こ
と
を
学
ぶ
と
い
い
ま
す
。

気
づ
こ
う
と
も
し
な
い
で
差
別
を
や
り

過
ご
す
よ
り
、
自
ら
が
差
別
者
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
自
分
を
問
い
直

し
な
が
ら
生
き
て
い
く
人
間
で
あ
り
た

い
と
思
う
の
で
す
。

附喜 i素？て誓し；しも、時琶塁尺 Iファインダー
まで めち オニのぱた々い活ば 攣せ し た やム人でいら孫てのな球代物いよ行な
んよらんツにすに‘がい小らへは事国うしりー
。ぅ‘ののな°な力やまさな世別をとにた '--消
原゜一使山つもりミつすいぃ界

、一‘

料力体つでたうまオて゜事時
と 考 い 思 こ と 費

はミどたすらーすム来 が代
単 しえういといは

殆オんヵ。そ人°ツま ‘で 位てな単まがう最

どムなミ日れの恐がす 地‘で‘か位す‘言大
木ツ山オ本は孫ろ屑゜ 球我考今つで°ぁ葉の
材はにム中門がし篭ー と 々 えはたし小つが美
‘再なツの。来くに日 結日な地時かさた流徳

＠⑥＠＠⑱ 
Boys be ambitious 

自覚・立志・健康

一
日
ど
の
ぐ
ら
い
の
山
林
が
地
球
上

か
ら
、
消
え
て
い
る
事
に
な
る
の
か
。

我
々
日
本
人
は
、
割
り
ば
し
を
使

い
ま
す
。
一
人
当
り
の
年
間
使
用
料

は
、
平
均
し
て
二
百
六
十
九
膳
、
一

週
間
に
す
る
と
五
・
一
六
膳
だ
そ
う

で
す
。
年
間
日
本
中
で
は
二
百
五
十

六
億
膳
、
木
材
使
用
料
に
す
る
と
、

約
四
十
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
も
な

る
の
だ
そ
う
で
す
。
我
が
国
の
木
材

総
使
用
料
か
ら
み
る
と
、
一
％
に
も

足
り
な
い
量
だ
そ
う
で
す
が
、
使
い

捨
て
の
灰
に
な
る
も
の
、
本
当
に
お

し
い
こ
と
で
す
。

「
は
し
の
持
ち
歩
き
運
動
」
を
進
め

て
い
る
人
達
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、

そ
の
心
分
か
り
ま
す
。
『
自
然
の
恵

み
、
生
命
を
大
切
に
し
、
地
球
を
守

る
。
』
身
の
回
り
の
小
さ
い
事
の
中

に
も
持
ち
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

k
 

親子手紙の交換（兵頭さん親子）



(1?)役。役。領 岱 国 細' 匠

0
花
い
っ
ぱ
い
で
ふ
れ
あ
い
、
連
帯

を
考
え
よ
う

0
花
い
っ
ば
い
で
楽
し
み
な
が
ら
で

ぎ
る
町
づ
く
り
を
考
え
よ
う

公
民
館
で
は
、
町
内
の
婦
人
・
地
域

風
の
会
・
学
校
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま

す。
こ
の
運
動
は
「
ひ
じ
か
わ
風
お
こ
し

運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
空
き

地
や
道
端
、
プ
ラ
ソ
タ
ー
な
ど
で
シ
ン

ボ
ル
花
壇
や
花
街
道
を
つ
く
り
、
グ
ル
ー

プ
で
協
力
し
て
い
く
中
か
ら
お
互
い
の

心
の
ふ
れ
あ
い
や
連
帯
感
を
育
て
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

さ
て
今
回
は
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
と

は
別
に
、
「
私
の
庭
・
花
い
っ
ぱ
い
コ

ン
ク
ー
ル

」
と
し
て
、
個
人
で
家
庭
で

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
を
対
象
に
コ
ソ
ク
ー
ル
を

計
画
し
ま
し
た
。

花
畑
で
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
と
家
庭
で

花
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
る
方
の
応
募
を

お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

よ
う

0
花
い
っ
ば
い
で
豊
か
な
心
を
育
て

°゚
@ 

「――------、山＠
1 巨木を生かして 、‘ t追 ⑫ 
I葉ポタン、バンジ一 、＼、 花
金魚草などたくさんの花がある。 l 
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私
の
庭
・
花
い

頸
砂
ー[
9
[
[
〗I

I
I
I

□
二
点

努
力
賞

(

I

I

)

二
点

•
そ
の
他
サ
ル
ビ
ア
、
イ
ソ
パ
チ
ェ

ソ
ス
な
ど
、
公
民
館
で
苗
を
た
て
る

も
の
に
つ
い
て
は
希
望
に
よ
り
苗
を

配
布
し
ま
す
。

そ
の
他
の
花
に
つ
い
て
は
、
種
子

を
配
布
し
ま
す
。

・

期

間

平

成

二

年

四

月

一

日

か

ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

．

申

込

コ

ソ

ク

ー

ル

参

加

希

望

家
庭
は
平
成
二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
、
肱
川
町
公
民
館
へ
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

・
審
査
方
法
ご
家
庭
で
、
一
番
き
れ

い
に
咲
い
た
と
思
わ
れ
る
時
に
ご

第
一
回

『私
の
庭
・
花
い
つ
ば
い
』

コ
ン
ク
ー
ル

※
花
畑
の
部
と
プ
ラ
ン
タ
ー
の
部
に
分

け
て
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

とくのし内保ダかそ道ム昭とや木し遊名だで行役ずはめ す観完鹿し備ク園私
思 か後たを養ムらの路か和言つがた歩ば‘しく場る‘た私゜光成ノいさナ地達春
わら で°走セか の 後 の ら 四 つ つ 大 °道か公た小の道ま昭が 地し川公れゲ‘をは
れあ す予るンら道 ‘ 工 大 十 た じ き 園とり園°道裏路だ和役 とた園園‘園今楽桜
てり °子大夕河路 丸 事 駄 二 惑 は く 内水でとそがかも‘四場 し 鹿地 と県 ‘で しに

；；必：念埜塁ふ醤倫塁姦詈孟し乞門且誓塁:畠呵迄9篇土五 品爪し円竺亨塁し［喜二
の要 は通線致の放園め登‘しほ‘栗み台てはのつ‘に頃め 備ダ昭ても園丸てじ

し
で不‘じがの全 、 側 ‘ る ダ ぢ ら 桜 のでともま道て旧通に始 さ ム 和 い 有 の 山 < ‘
す可こ た 開 た 線

〗i!:i:1 1鴫〈2 0 7〉 Ir ̂ I :、〗：: ：.： ： ［ ［ 
れを三ま数施公れ秋

夢 大 の 大 道 展望をもって ． J-` ¥_ \ '.-~ / _/ 自の な た は か ま
の 駄今でき程

現をも°成一
実 場後すなの 1 中野上岡 茂 心ミo/ ァ{ I 雲含誓嘉烹嘉旦篇

庭植祖で殆の大し
を中皆果部 かえ父しど無駄い
祈心ん をとけ い敬てで頃まし た よ ダ まがのんを苗らてがたでい場道
りとな 上し を物ま意来少かすい今゜＜ム桜すっ小とさ木掘も‘°‘頃公路
たしで げて見事すをらしらが公で 行周の°た道二れをりら公 植に園な
いた協
も附ヵ

て事つ‘°表れず、‘園こ っ辺 消 のを人て‘出う園 栽植内の

の近
行にめ全 した

つ
、少道にそ たと毒 をかでい当し と に 管えにで

し き携ずて た閃形な路な ‘ も合‘ 思っ‘た時た言 モ 理付あす
で―ムたわ‘目い
すい

帯口 達をいもつすのわ煎ぃい役中‘大っッはける゜

。の、
いり長先 と 作予無てば でせ定 出で場塚担きてコ 大さ樹で

、 も‘いだ 思しミっ算いい ら して笥 し上裏さ当な‘ク 変 れ 木 す
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3月の日曜・祝日当直医

当 直 医 華毛 話日

4 日
岡 部クリーック

24- 4375 
（大洲 市片原町 ）

（日）
• 松浦医院

44- 2776 
（五十崎町）

1 1 日
安 達医院

24- 2535 
（大洲市中町）

（日）
藤 本医院

44- 2561 
（五十崎町）

1 8 日
城戸眼科医院

24- 3008 
（大洲市末広町）

（日）
植木医院

44- 2215 
（五十崎町）

2 1 日
鎌田 産 婦 人 科 医 院

24- 2753 
（大洲市末広町）

（水）
高橋医院

44- 2010 
（五十崎町）

2 5 日
藤 本外科医院

24- 2310 
（大、洲 市 中 町 ）

（日）
佐々木整形外科

43- 0101 
（五十崎町）

※変更になる場合がありますので前もって連絡してから

お出かけ下さい。

日

救 急 病

院

曜 日 病 院 名 苧屯 話

月・火
大洲市立病院

24- 2151 
（大、洲市大、洲）

水
カ日 戸 病 院

24- 5101 
（大、洲市若宮）

木～日
大沙卜［中央病院

24- 4551 
（大、洲市東大沙I‘|）

◎
乳
児
健
康
診
査

◎
健
康
相
談

▽
日
時

◎
3
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

3
月
15
日（
木）

（
出
す
の
は
3
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
・

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・
鹿
野
川
地
区

◎
不
用
犬
回
収

H

3
月
1
3
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽
場
所
保
健
セ
ソ
タ
ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
行
政
相
談

▽

日

時

3
月
5
日
（
月
）

午
後
1
時
30
分
ー
4
時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
-―
一
四
ー
ニ
五

0
八

一午

後

1
時

ー

2
時

3
月
2
旦
金
）
＿保
健
セ
ン
タ
ー

程一場所一時間

i 日ヽ~ ヽ .>.、

相
詠砧

火ヽ→ 月̀＇ 

日

山後 久福
担

内藤 保田 当
相

清 正 談

勝忠 幸保
員

目
ェ〇C
I四

l

面
璽
ご
匿
函
―
回

▽

時

間

午

後
1
時
30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

▽
場
所

広

常
月
野
尾

大

和

下
鹿
野
川

中
居
谷

博
隆
さ
ん

瑠
梨
ち

ゃ
ん

仁
人
さ
ん

美
優
ち

ゃ
ん

光
明
さ
ん

明
日
翔
ち
ゃ
ん

祐
也
さ
ん

文
香
ち
ゃ
ん

上
嵯
峨
谷

亀
田

長
女

三
瀕

長
女

冨
永

長
女

沖
野

長
女

中

野

大
屋
敷

大

和

大

和

寓
囮
獨
⑫
⑧
⑨

女
＊
＊
＊
女

I

*

＊
 

女

合
お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
＊

女＊
 

*

．

I
*
*＊
＊
＊
 

当
選
番
号
決
ま
る
。

楠
野
ユ
キ
コ
さ
ん

(78
歳）

出
水
春
好
さ
ん

(89
歳）

中
本
ス
ミ

コ
さ
ん

(78
歳）

出
水
ツ
子
ヲ
さ
ん

(67
歳）

誓

一

代

さ

ん
(87
歳）

松
本
ナ
ル
ヱ
さ
ん

(87
歳）

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊
 

＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

＊
 

＊
ぉ
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

【お年玉付き年賀はがき及び

くじ付き年賀切手当選番号】

〈いずれも A・B組共通〉

◇1等（海外旅行券または衛星放送受信回

路内蔵型AVテレビ） 218588 
361457 

◇2等（外国製品＝高級万年筆、イソスタ

ソトカ メラ、腕時計、圧力鍋セ ット、グ

ラスセット ＝の中から 1点選択）
400621 310018 
358715 978387 
345407 

◇3等（ふるさ ＇と小包）

下5ケタ66438 87221 
70740 20014 
68638 37440 

◇4等（地方切手ヽ ンートアルバム）

下3ケタ 416 

5等（お年玉切手ンヽ一卜）

下2ケタ 73 52 

734 

35 

お
年
玉
付
ぎ
年
賀
は
が
ぎ

さ
て
、
幸
運
は
ど
な
た
？
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